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■今月の表紙
５月１２日（土）、１３日（日）に石川県小松

市のこまつ芸術劇場うららで開催される、
全国子供歌舞伎フェスティバルＩＮ小松
に出場が決定した中町住吉 の子供歌舞
伎です。
また、５月３日（祝）には、揖斐川町中

央公民館で揖斐川伝統芸能フェスティバ
ルが開催されます。子供歌舞伎の特別披
露や町内の太鼓踊りが上演されます。

■特集………………………………２
○揖斐川町消防団統合
○まちの少子化対策
○揖斐川町職員の人事異動

■まちの話題………………………８
■揖斐川町議会だより…………１１
○新しい議会構成決まる
○ここが聞きたい一般質問

■生涯学習の広場………………１８
■健康にこにこコーナー………２４
■Information Room……………２６

広報
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揖揖
斐斐
川川
町町
消消
防防
団団
統統
合合

〜〜
地地
域域
がが
一一
つつ
とと
なな
っっ
たた
防防
災災
活活
動動
をを
目目
指指
しし
てて
〜〜

揖
斐
川
町
消
防
団
統
合
式
典
が
４
月
１
日
�
、

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
は
、
表
彰
の
伝
達
、
連
合
消
防
団
閉
団
に

伴
う
団
旗
・
ク
ラ
ブ
旗
返
還
、
消
防
団
統
合
発
足

に
よ
る
辞
令
交
付
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
合
併
以
来
、
六
消
防
団
の
連
合
の

体
制
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
一
つ
の
消
防
団
と
な

り
、
併
せ
て
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

敬
称
略

（
消
防
庁
長
官
表
彰
及
び
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
）

消
防
庁
長
官

永
年
勤
続
功
労
章

藤
橋
消
防
団
副
団
長

岩
井

達
哉

日
本
消
防
協
会
長

功
績
章揖

斐
川
消
防
団
長

河
瀬

正
義

精
績
章坂

内
消
防
団
分
団
長

山
口

敏
幸

勤
続
章坂

内
消
防
団
副
分
団
長

清
水

勝
正

坂
内
消
防
団
副
分
団
長

谷
口

則
夫

久
瀬
消
防
団
団
員

高
橋

信
男

（
岐
阜
県
火
災
予
防
関
係
功
労
者
表
彰
）

岐
阜
県
知
事
表
彰

谷
汲
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
隊
長

河
村

道
代

岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会
長
表
彰
（
表
彰
旗
）

藤
橋
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会
長
表
彰
（
優
良
章
）

谷
汲
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

杉
山
多
喜
子

谷
汲
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

松
浦

里
美

谷
汲
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

森
本
登
喜
子

（
町
長
特
別
感
謝
状
）

（
前
揖
斐
川
消
防
団
長
）

河
瀬

正
義

（
前
谷
汲
消
防
団
長
）

平
井

壽
人

（
前
春
日
消
防
団
長
）

市
川

守

今今月月のの特特集集

各団、各クラブから返還された

旧団旗と旧クラブ旗

▲張り詰めた空気の中行われた、新団旗・新クラブ旗に対する敬礼

▲町長特別感謝状を受け取る前消防団長ら
写真右から前揖斐川消防団長 河瀬 正義

前春日消防団長 市川 守
前谷汲消防団長 平井 壽人
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揖 斐 川 町 消 防 団 組 織 図
【退団】
旧揖斐川町揖斐川消防団 ５１名
〃 谷汲消防団 １６名
〃 春日消防団 ６名
〃 久瀬消防団 ９名
〃 藤橋消防団 ５名
〃 坂内消防団 ３名

【入団】
揖斐川町消防団 ７６名

橋本利弘団 長

副団長 森本康之 國枝宏行 野原 徹 小寺正則 大葉光義 新井國男
牛嶋昭三 仲井敏人 大久保吉之 矢野正美 岩井達哉 山口信義

揖 斐 川 町 女 性 防 火 ク ラ ブ 組 織 図

河村道代会 長

副会長 森本豊子 中村優子 増元 緑
松本玲子 �橋圭子

坂
内
東
部
分
団

坂
内
西
部
分
団

藤

橋

分

団

東
津
汲
分
団

日

坂

分

団

小

津

分

団

久
瀬
南
部
分
団

津

汲

分

団

美

束

分

団

中

央

分

団

六

合

分

団

横

蔵

分

団

坂

下

分

団

坂

上

分

団

徳

積

分

団

大

深

分

団

名

礼

分

団

永

分

団

小

島

分

団

清

水

分

団

北

方

分

団

大

和

分

団

揖

斐

分

団

分
団
長

山
口
敏
幸

以
下

１８
名

分
団
長

近
岡
春
幸

以
下

２２
名

分
団
長

川
瀬
雅
治

以
下

２３
名

分
団
長

増
元
庄
二

以
下

９
名

分
団
長

高
橋
祥
吉

以
下

７
名

分
団
長

安
藤
岸
行

以
下

２１
名

分
団
長

増
田
伸
司

以
下

２２
名

分
団
長

竹
中

徹

以
下

２１
名

分
団
長

竹
内

勉

以
下

２３
名

分
団
長

小
寺
幸
光

以
下

３４
名

分
団
長

土
岐
幸
司

以
下

３０
名

分
団
長

古
野
美
幸

以
下

２３
名

分
団
長

山
本
俊
樹

以
下

２４
名

分
団
長

山
本
福
夫

以
下

２４
名

分
団
長

高
橋

靖

以
下

１７
名

分
団
長

鈴
木
隆
春

以
下

２２
名

分
団
長

平
井
正
信

以
下

１７
名

分
団
長

野
原
英
雄

以
下

２９
名

分
団
長

高
野
博
彰

以
下

４５
名

分
団
長

小
田
貴
生

以
下

２９
名

分
団
長

細
野
寛
海

以
下

３５
名

分
団
長

所

良
保

以
下

３６
名

分
団
長

林

浩

以
下

３９
名

坂
内
東
部
支
部

坂
内
西
部
支
部

藤

橋

支

部

三

倉

支

部

西
津
汲
支
部

日

坂

支

部

小

津

支

部

東
津
汲
支
部

乙

原

支

部

美

束

支

部

中

央

支

部

六

合

支

部

横

蔵

支

部

坂

下

支

部

坂

上

支

部

徳

積

支

部

大

深

支

部

名

礼

支

部

永

支

部

小

島

支

部

清

水

支

部

北

方

支

部

大

和

支

部

揖

斐

支

部

支
部
長

山
口
昌
子

以
下

１７
名

支
部
長

清
水
信
子

以
下

２９
名

支
部
長

岩
井
智
佐
子

以
下

２３
名

支
部
長

山
本
秀
美

以
下

７
名

支
部
長

高
橋
優
子

以
下

１５
名

支
部
長

小
倉
良
子

以
下

６
名

支
部
長

五
十
川
ル
ミ

以
下

１０
名

支
部
長

増
元
芳
美

以
下

８
名

支
部
長

高
橋
由
美
子

以
下

８
名

支
部
長

新
川
才
子

以
下

１７
名

支
部
長

小
寺
一
江

以
下

４２
名

支
部
長

小
林
祥
子

以
下

２０
名

支
部
長

松
浦
里
美

以
下

１９
名

支
部
長

林

園
美

以
下

３１
名

支
部
長

小
寺
伊
津
美

以
下

１９
名

支
部
長

河
村
美
也
子

以
下

２２
名

支
部
長

石
原
早
苗

以
下

２６
名

支
部
長

高
木
春
子

以
下

２５
名

支
部
長

松
田
友
子

以
下

２１
名

支
部
長

牧
村
淳
子

以
下

３７
名

支
部
長

奥
富
美
保
子

以
下

２３
名

支
部
長

加
藤
恵
子

以
下

２４
名

支
部
長

林

千
鶴

以
下

２５
名

支
部
長

藤
田
郁
子

以
下

３１
名

本

部

本
部
長

小
森

明

以
下

８０
名

今今月月のの特特集集
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●
入
院
は
中
学
校
卒
業
時
ま
で
対
象
に

町
で
は
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
乳
幼
児
・
児

童
の
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
入
院
時
の

医
療
費
負
担
の
助
成
対
象
が
中
学
校
卒
業
時

ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害
児
・
母
子
家
庭
・

父
子
家
庭
に
お
い
て
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

該
当
の
方
は
除
き
ま
す
。）

■
助
成
の
方
法

県
内
外
を
問
わ
ず
医
療
機
関
で
診
療
を
受

け
て
も
、
一
旦
、
医
療
機
関
に
て
自
己
負
担

分
を
支
払
い
、
翌
月
以
降
に
支
給
申
請
書
に

て
役
場
へ
申
請
す
る
と
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
。

（
受
給
者
証
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
点
数
が
確
認
で
き
る
医
療
機
関
な
ど

の
領
収
書

・
印
鑑

・
健
康
保
険
証

・
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の（
通
帳
な
ど
）

・
高
額
療
養
費
支
給
決
定
通
知
書
（
支
給
を

受
け
た
人
の
み
）

・
附
加
給
付
金
支
給
決
定
通
知
書
（
支
給
を

受
け
た
人
の
み
）

■
適
用
日

平
成
１９
年
４
月
１
日
診
療
分
よ
り

【
お
問
い
合
せ
先
】
住
民
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

揖斐川町での医療費助成の対象者と自己負担額

◎入院時の食事代、室料等の保険適用外の費用は助成の対象となりませんので、
ご了承ください。

町
で
は
、
次
世
代
育
成
、
児
童
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
、
次
の
方
に
対
し
て
「
す

こ
や
か
ベ
ビ
ー
祝
い
金
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

町
内
に
６
ヶ
月
以
上
住
所
登
録
が
あ
り
、

平
成
１８
年
４
月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
、
出

産
後
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
す
る
と
見
込

ま
れ
る
方
。

■
祝
い
金
額

５
万
円
（
出
産
子
１
人
に
つ
き
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

こ
の
事
業
は
、
不
妊
治
療
の
う
ち
医
療
保

険
が
適
用
さ
れ
な
い
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
、
不
妊
治
療
を
受
け
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方
で
す
。

�
法
律
上
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦
で
あ
る
こ
と

�
ご
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は
両
方
が

揖
斐
川
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

�
体
外
受
精
・
顕
微
受
精
以
外
の
治
療
法
で

は
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、
ま
た
は
極
め

て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
方
。

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
治
療

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
（
夫
婦
以
外

の
人
か
ら
の
精
子
・
卵
子
・
胚
の
提
供
に
よ

る
不
妊
治
療
、
代
理
母
、
借
り
腹
は
助
成
の

対
象
外
で
す
）

■
助
成
額
お
よ
び
助
成
期
間

１
年
度
（
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日
）

あ
た
り
１０
万
円
を
上
限
と
し
て
、
通
算
し
て

５
年
間
ま
で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

℡
２
３
‐
１
５
１
１

○岐阜県の「特定不妊治療費助成事業」を受けた方に
ついても、助成金額１０万円を超えた分の治療費を
助成できます。

（例：４月～翌年３月までの治療費全額３０万円の場合）

０円 １０万円 ２０万円 ３０万円～

岐阜県の不妊治療費助成事業への申請を優先してくだ
さい

まちの
少子化対策�

医医
療療
費費
助助
成成
制制
度度
のの
拡拡
充充
！！

〜〜
中中
学学
生生
生生
徒徒
のの
入入
院院
費費
助助
成成
開開
始始
〜〜

自己負担額

無 料

無 料

通院・入院の区別

通 院

入 院

入 院

対象年齢

０歳～小学校卒業まで

中学校入学～中学校卒業まで

まちの
少子化対策�

すす
ここ
やや
かか
ベベ
ビビ
ーー

祝祝
いい
金金
事事
業業

まちの
少子化対策�

不不
妊妊
治治
療療
にに
対対
すす
るる

支支
援援
をを
実実
施施
中中
！！

自 費
町に申請し

助成金をもらう

岐阜県に申請し

助成金をもらう

今今月月のの特特集集
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揖 斐 川 町 職 員 の 人 事 異 動
（４月１日付）

４月１日より、地方自治法の改正により、助役は副町長に、収入役制度は廃止され新たに会計管理者となりました。
教育委員会（学校教育課、社会教育課、スポーツ振興課、文化課）は一極集中を図り、揖斐川町中央公民館２階
（℡０５８５－２３－０１１５）に移転しました。また、住民の皆さんの利便性の向上を図るため春日、久瀬、藤橋、坂内の
各振興事務所は、３課体制から２課体制に再編しました。
人事異動（異動者のみ）の状況は次のとおりです。

前 職
助役

前 職
副収入役
教育次長
参与
参与
参与
春日振興事務所長

前 職
参与
坂内振興事務所長
教育委員会 社会教育課長
春日振興事務所基盤整備課長
産業建設部次長兼農林振興課長
社会福祉協議会派遣
議会事務局長

前 職
総務部総務課長
総務部税務課長
谷汲振興事務所振興課長
議会事務局課長
教育委員会 学校教育課長
春日振興事務所振興課長
産業建設部下水道課長
久瀬振興事務所振興課長
谷汲振興事務所基盤整備課長
藤橋振興事務所振興課長
藤橋振興事務所住民福祉課長兼藤橋国民健康保
険診療所事務長
坂内振興事務所住民福祉課長兼坂内国民健康保
険診療所事務長

教育委員会 学校給食センター所長

坂内振興事務所振興課長

前 職
社会福祉協議会派遣
総務部企画課水源地域ビジョン推進室長兼企画
課主幹兼（仮称）藤橋温泉準備室長
春日振興事務所振興課主幹
久瀬振興事務所住民福祉課主幹
住民福祉部住民課主幹

新 職
副町長

新 職
会計管理者
教育部長
夜叉姫の館館長
�サンシャイン春日派遣
揖斐広域連合派遣
揖斐郡消防組合派遣

新 職
産業建設部次長兼下水道課長
産業建設部次長兼農林振興課長
教育委員会 次長兼社会教育課長
春日振興事務所長
坂内振興事務所長
地域包括支援センター所長
谷汲ディサービスセンター所長

新 職
議会事務局長心得
総務部総務課長
総務部税務課長
教育委員会 学校教育課長
教育委員会 揖斐川学校給食センター所長
谷汲振興事務所振興課長
谷汲振興事務所基盤整備課長
春日振興事務所地域振興課長
春日振興事務所基盤整備課長
久瀬振興事務所地域振興課長
藤橋振興事務所地域振興課長兼藤橋国民健康保
険診療所事務長

藤橋振興事務所基盤整備課長

坂内振興事務所地域振興課長兼坂内国民健康保
険診療所事務長
坂内振興事務所基盤整備課長

新 職
議会事務局主幹
いび川温泉支配人兼総務部企画課水源地域ビ
ジョン推進室長
春日振興事務所地域振興課主幹
久瀬振興事務所地域振興課主幹
藤橋振興事務所地域振興課主幹

■特別職
氏 名

富田 和弘
■部長

氏 名
高橋 敏博
知本 俊行
神谷 節雄
小森 正信
三輪 幸恵
宮川康太郎

■次長
氏 名

丸山 周治
井口 治彦
高橋 立行
藤田 孫文
大野 安司
粟野 均
吉田 千尋

■課長
氏 名

岡部 栄一
所 敏彦
廣瀬 喜彦
正村 光隆
小畑 秋司
高橋 信男
所 直美
小畑 英男
窪田 直樹
大葉 光義

中島ともゑ

増田 正則

高田 孝司

堀井 玉男
■主幹

氏 名
坂下 久幸

衣斐 良治

藤原 政尚
中島 義美
山口 勝彦
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前 職
藤橋振興事務所振興課課長補佐兼振興係長

久瀬振興事務所基盤整備課課長補佐

教育委員会 学校教育課課長補佐兼総務係長

地域包括支援センター課長補佐

総務部税務課課長補佐

総務部税務課課長補佐

久瀬振興事務所住民福祉課課長補佐兼住民福祉
係長

産業建設部建設課課長補佐兼まちづくり係長

揖斐川尚和園課長補佐心得

健康福祉部子育て支援課課長補佐

会計課課長補佐

春日振興事務所住民福祉課課長補佐

産業建設部水道課課長補佐兼水道係長

久瀬振興事務所振興課課長補佐兼振興係長

藤橋振興事務所住民福祉課課長補佐兼住民福祉
係長

坂内振興事務所振興課課長補佐兼振興係長

総務部企画課課長補佐兼政策広報課課長補佐兼
（仮称）藤橋温泉準備室課長補佐

きよみず幼児園園長

久瀬保育園園長

前 職

総務部ダム対策室ダム対策係長兼企画課藤橋温
泉整備推進室係長兼（仮称）藤橋温泉準備室係長

春日振興事務所住民福祉課住民福祉係長

谷汲振興事務所基盤整備課建設係長（兼特産品
開発室）

産業建設部建設課主査

春日振興事務所振興課振興係長

春日振興事務所住民福祉課税務係長

久瀬振興事務所住民福祉課税務係長

坂内振興事務所住民福祉課住民福祉係長兼税務
係長

総務部税務課課税係長

藤橋振興事務所住民福祉課政務係長兼総務部企
画課（仮称）藤橋温泉準備室係長

前 職
谷汲振興事務所振興課主査

住民福祉部社会福祉課主査

教育委員会 スポーツ振興課主査

春日振興事務所基盤整備課主査

産業建設部農林振興課主査

春日振興事務所振興課主査

坂内振興事務所住民福祉課主査

教育委員会 学校教育課主査

総務部企画課主査

長瀬保育園主任保育士

かすが保育園主任保育士

やまと幼児園主任保育士

谷汲保育園主任保育士

岐阜県派遣

新 職
総務部政策広報課課長補佐兼情報政策課課長補佐

産業建設部商工観光課課長補佐

住民福祉部住民課課長補佐

住民福祉部社会福祉課課長補佐

産業建設部建設課課長補佐

産業建設部水道課課長補佐

産業建設部水道課課長補佐

教育委員会 学校教育課課長補佐

谷汲振興事務所振興課課長補佐

谷汲振興事務所住民福祉課課長補佐

春日振興事務所地域振興課課長補佐

春日振興事務所地域振興課課長補佐

久瀬振興事務所地域振興課課長補佐

久瀬振興事務所地域振興課課長補佐

藤橋振興事務所地域振興課課長補佐

坂内振興事務所地域振興課課長補佐

いび川温泉 課長補佐

久瀬保育園園長

きよみず幼児園園長

新 職

産業建設部農林振興課係長

会計課係長

谷汲振興事務所振興課係長

谷汲振興事務所基盤整備課係長

春日振興事務所基盤整備課係長

春日振興事務所地域振興課係長

久瀬振興事務所地域振興課係長

坂内振興事務所地域振興課係長

揖斐川尚和園係長

いび川温泉係長

新 職
総務部総務課主査

住民福祉部住民課主査

住民福祉部住民課主査

産業建設部下水道課主査

教育委員会 学校教育課主査

春日振興事務所地域振興課主査

坂内振興事務所地域振興課主査

坂内振興事務所基盤整備課主査

いび川温泉主査

やまと幼児園主任保育士

谷汲保育園主任保育士

長瀬保育園主任保育士

かすが保育園主任保育士

北海道芽室町派遣

■課長補佐
氏 名

小栗 章孝

松原 孝春

岩間 眞二

高橋 義和

泉 敏郎

吉田 好宏

冨田眞奈美

若山 孝子

杉山美知子

宗宮やす子

川地 貞代

藤原 辰実

林 ほなみ

高橋 茂盛

中川 順人

大村 友則

井口 澄子

高木冨士子

渡辺美千代

■係長
氏 名

馬渕 真二

小窪 敏子

高木 英樹

岡部 治久

金崎 浩司

森 千恵

山本 照代

高殿 高象

林 孝行

中島 妙子

■主査
氏 名

松井 孝二

小森 英孝

高橋富士夫

藤原 弘

上田 憲

小寺 良英

新井 栄子

小川 敏貴

栗田 俊彦

長屋 明美

小林 益代

武藤 恵子

若林まゆみ

田島 孝二

今今月月のの特特集集

6IBIGAWA 2007 May



前 職
岐阜県派遣
総務部政策広報課主任
谷汲振興事務所振興課主任
総務部総務課主任
会計課主任
藤橋振興事務所基盤整備課主任
産業建設部水道課主任
藤橋振興事務所振興課主任
森の文化博物館主任（併：春日振興事務所振興課主任）
久瀬振興事務所振興課主任
久瀬振興事務所住民福祉課主任
藤橋振興事務所振興課主任
藤橋振興事務所住民福祉課主任
久瀬振興事務所振興課主任
坂内振興事務所振興課主任
坂内振興事務所住民福祉課主任
西濃運輸�派遣
総務部財政課主任
坂内振興事務所振興課主任
谷汲在宅介護支援センター主任

前 職
産業建設部商工観光課主事
総務部情報政策課主事
教育委員会 学校教育課主事
産業建設部農林振興課主事
谷汲振興事務所住民福祉課主事
岐阜県名産販売�派遣
坂内振興事務所基盤整備課主事
久瀬振興事務所住民福祉課主事
藤橋振興事務所住民福祉課主事
産業建設部下水道課主事
藤橋振興事務所振興課主事兼総務部企画課（仮
称）藤橋温泉準備室主事
住民福祉部住民課主事
藤橋保育園主事
坂内振興事務所基盤整備課主事
谷汲在宅介護支援センター主事

前 職
総務部政策広報課（運転手）
おじま幼児園（調理員）
いび幼児園（調理員）
揖斐川学校給食センター（調理員）
揖斐川尚和園（調理員）
藤橋小中学校（調理員）
藤橋小中学校（調理員）
スクールバス運転手
長瀬小学校（用務員）

前 職

新 職
総務部政策広報課主任兼情報政策課主任
総務部税務課主任
総務部企画課主任
産業建設部建設課主任
産業建設部建設課主任
産業建設部下水道課主任
教育委員会 スポーツ振興課主任
教育委員会 スポーツ振興課主任
春日振興事務所地域振興課主任
久瀬振興事務所地域振興課主任
久瀬振興事務所地域振興課主任
藤橋振興事務所地域振興課主任
藤橋振興事務所地域振興課主任
藤橋振興事務所地域振興課主任
坂内振興事務所地域振興課主任
坂内振興事務所地域振興課主任
いび川温泉主任
岐阜県派遣
西濃運輸�派遣
地域包括支援センター主任

新 職
総務部政策広報課主事
総務部情報政策課兼政策広報課主事
総務部企画課主事
総務部税務課主事
住民福祉部子育て支援課主事
産業建設部農林振興課特産品開発室主事
会計課主事
久瀬振興事務所地域振興課主事
藤橋振興事務所地域振興課主事
藤橋振興事務所基盤整備課主事

いび川温泉主事

いび川温泉主事
長瀬保育園主事
岐阜県名産販売�派遣
地域包括支援センター主事

新 職
いび川温泉
いび幼児園（調理員）
おじま幼児園（調理員）
揖斐川尚和園（調理員）
揖斐川学校給食センター（調理員）
久瀬保育園（調理員）
きたがた幼児園（調理員）
揖斐川学校給食センター（運転手）
谷汲小学校（用務員）

新 職
総務部税務課主事
住民福祉部住民課主事
住民福祉部健康増進課主事
やまと幼児園主事
いび幼児園主事
おじま幼児園主事
揖斐川尚和園（支援員）

■主任
氏 名

宗宮 孝臣
林 宏昭
寺井 智美
小森 明
神谷 基樹
林 貴義
横平 淳
中川 幸治
立川 直之
堀 篤
清水 善之
中川 正典
松野 裕人
中島 恵
山口 正代
近岡ひとみ
若原 紀章
神谷 秀一
高橋 良尚
長屋 房子

■主事
氏 名

神原 誠司
藤井 重徳
井口 雅史
衣斐 勇人
野口 智代
宮脇 憲輔
山本 大貴
宮腰 美和
木口 貴子
菅原 武志

細野 朋洋

新川 暁子
成瀬 友紀
原 武弘
和藤 香

■技能労務職
氏 名

高橋 達彦
内田ひとみ
藤井 澄子
小川ひさ子
小森しずゑ
戸澤きみ子
小倉 かる
谷口 春生
杉山あけみ

■新採用
氏 名

細野 貴正
堀 沙織
小林 佑梨
清水恵理子
山本 知里
矢吹 和仁
青木ルミ代
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３
月
１８
日
�
に
藤
橋
小
中
学
校
の
閉
校
式

が
行
わ
れ
、
明
治
６
年
か
ら
続
い
た
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
、
藤
橋
に
伝
わ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
受
け
継
い
で
い
る
神
楽
な
ど
の
伝
統

芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
慣
れ
親

し
ん
だ
学
校
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た
。

藤藤
橋橋
小小
中中
学学
校校
閉閉
校校
式式

〜〜
学学
びび
舎舎
をを
懐懐
かか
しし
むむ
〜〜

３
月
１９
日
�
、
４
月
か
ら
開
校
し
た
谷
汲

小
学
校
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
校
舎
の
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
新
し
い
校
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
を
体
育
館
に
移
し
、
新
し
い
校
章

や
校
歌
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

希希
望望
をを
胸胸
にに

谷谷
汲汲
小小
学学
校校
校校
舎舎
竣竣
工工
式式

３
月
２８
日
�
、
西
濃
建
設
株
式
会
社
（
宗

宮
正
和
社
長
）
よ
り
徳
山
会
館
に
双
眼
鏡
２

機
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

双
眼
鏡
は
、
徳
山
会
館
に
設
置
さ
れ
、
ダ

ム
湖
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

徳徳
山山
会会
館館
にに
寄寄
付付

谷
汲
小
学
校
前
に
信
号
が
完
成

谷
汲
小
学
校
前
の
県
道
山
東
本
巣
線
に
信

号
が
設
置
さ
れ
、
３
月
１９
日
�
に
点
灯
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
谷
汲
小
学
校
の
開
校
を
前
に
、
児

童
の
安
全
が
守
ら
れ
ま
す
。

交
通
安
全
を
願
っ
て

揖
斐
老
人
ク
ラ
ブ

七
福
会
（
樋
口
勝
会

長
）
で
は
、
地
域
の
小
学
生
を
事
故
や
事
件

か
ら
守
る
た
め
に
見
守
り
を
続
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
登
下
校
時
に
会
員
２２
名
の
方
々
が
横

断
歩
道
な
ど
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
届
け
て
い
ま
す
。

▲点灯式の模様
（谷汲小前にて）

▲テープカットの模様

▲目録を受け取る宗宮町長

▲神楽を披露する生徒ら（藤橋小中学校体育館にて）

▲寄付された双眼鏡（徳山会館にて）

▲式典の模様（新しい校旗の披露）

▲安心して横断歩道を
渡る生徒ら
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こ
の
ほ
ど
谷
汲
神
原
の
神
原
清
人
さ
ん
が

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
原
さ
ん
は
、
昭
和
６１
年
か
ら
旧
谷
汲
村

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任
さ
れ
、
ま
た

平
成
６
年
か
ら
平
成
１７
年
ま
で
選
挙
管
理
委

員
長
を
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
厳
正
、
公
正
な

選
挙
の
執
行
に
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功
労
に
感
謝
し
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

叙叙
勲勲
受受
章章

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

揖
斐
川
中
学
校
の
中
島
祥
吾
さ
ん
、
中
村

優
樹
さ
ん
が
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
、
久
瀬
中
学
校
の

大
西
ひ
か
る
さ
ん
、
揖
斐
川
中
学
校
の
高
橋

茉
里
さ
ん
が
は
ま
な
す
杯
全
国
中
学
生
空
手

道
選
抜
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
、
３
月
１２
日

�
、
宗
宮
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

中
島
さ
ん
、
中
村
さ
ん
は
岐
阜
県
中
学
校

選
抜
チ
ー
ム
に
強
化
選
手
と
し
て
参
加
さ
れ
、

先
日
の
新
人
戦
県
大
会
で
は
、
揖
斐
川
中
学

校
で
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
西
さ
ん
は
予
選
会
岐
阜
大
会
で
、

個
人
組
手
で
優
勝
、
個
人
形
で
準
優
勝
、
高

橋
さ
ん
は
個
人
形
で
優
勝
を
収
め
全
国
大
会

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
は
、
「
岐
阜
県
の
代
表
と
し
て
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
て
頑
張
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

岐
阜
総
合
学
園
高
校
が
全
国
高
等
学
校
選

抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
、
町
内

在
住
の
渡
辺
誠
監
督
と
選
手
の
増
田
遼
旨
さ

ん
が
３
月
１９
日
�
、
宗
宮
町
長
へ
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
は
「
学
校
の
伝
統
を
大
切
に
戦

い
、
今
年
は
優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

全全
国国
大大
会会
出出
場場おお

めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

３
月
１４
日
�
、東
京
都
千
代
田
区
で「
オ
ー

ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
大
会
」
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
食
ア
メ
ニ
テ
ィ
・

コ
ン
テ
ス
ト
」
も
行
わ
れ
、
上
南
方
の
山
川

房
子
さ
ん
が
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
応
募

数
は
３１
都
道
府
県
３４
事
例
で
個
人
で
の
入
賞

は
山
川
さ
ん
の
み
で
し
た
。
こ
の
賞
は
地
域

の
食
文
化
の
保
存
・
開
発
と
そ
の
普
及
に
取

り
組
み
、「
食
」
を
通
じ
た
起
業
活
動
な
ど

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
活
動
に
対
す
る
も

の
で
す
。

山
川
さ
ん
は
、
自
家
で
育
て
た
豚
の
肉
を

使
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
は
、
地
元
農
産
物
を

加
え
た
り
、
地
元
小
学
生
を
対
象
に
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
体
験
を
行
う
な
ど
、
地
産
地
消
、

地
域
と
の
交
流
、
食
育
、
開
発
活
動
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

食食
アア
メメ
ニニ
テテ
ィィ
・・
ココ
ンン

テテ
スス
トト
でで
優優
良良
賞賞
受受
賞賞

▲報告に訪れ、決意を新たにする選手ら
（揖斐川町役場にて）

▲旭日単光章をしっかりと受け取る神原さん

▲全国大会出場の報告に訪れた時の様子
（揖斐川町役場にて）

▲山川さん、これからも頑張ってください
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２
月
２１
日
�
、
福
島
の
野
村
和
孝
さ
ん
が
、

岐
阜
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
土
地
改
良
事
業

功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

野
村
さ
ん
は
、
昭
和
５９
年
か
ら
西
郡
井
水

土
地
改
良
区
の
役
員
を
２０
年
以
上
つ
と
め
ら

れ
、
平
成
４
年
か
ら
は
西
濃
用
水
土
地
改
良

連
合
の
役
員
も
つ
と
め
ら
れ
る
な
ど
土
地
改

良
事
業
に
関
わ
る
業
務
に
精
励
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

晴
れ
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功
労
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。 土土

地地
改改
良良
事事
業業
功功
労労

県県
知知
事事
表表
彰彰
受受
賞賞

３
月
１５
日
�
北
方
の
野
田
文
枝
さ
ん
、
３

月
２０
日
�

永
の
細
野
ち
よ
の
さ
ん
、
３
月

２２
日
�
清
水
の
中
井
は
る
の
さ
ん
、
３
月
２４

日
�
谷
汲
岐
礼
の
不
破
み
ち
へ
さ
ん
、
３
月

２５
日
�
谷
汲
岐
礼
の
小
椋
か
ず
ゑ
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
９５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

野
田
さ
ん
、
細
野
さ
ん
、
中
井
さ
ん
、
不

破
さ
ん
、
小
椋
さ
ん
に
は
長
寿
の
お
祝
い
と

褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ごご
長長
寿寿

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

３
月
２８
日
�
〜
４
月
１３
日
�
ま
で
の
午
後

６
時
３０
分
〜
９
時
ま
で
谷
汲
山
門
前
の
参
道

に
於
い
て
７
０
０
基
の
竹
灯
籠
に
灯
り
が
と

も
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
谷
汲
門
前
街
並
み
づ
く

り
委
員
会
に
よ
る
も
の
で
、
７
０
０
基
の
手

づ
く
り
竹
灯
籠
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
ほ
の
か
な
火

が
灯
り
映
し
出
さ
れ
る
夜
桜
は
多
く
の
方
を

魅
了
し
ま
し
た
。

夜夜
桜桜
をを
魅魅
了了
しし
たた竹竹

灯灯
籠籠

３
月
２２
日
�
、
春
日
六
合
地
内
で
主
要
地

方
道
春
日
揖
斐
川
線
下
ヶ
流
バ
イ
パ
ス
の
一

部
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
通
式
に
は
、

宗
宮
町
長
、
県
議
会
議
員
、
県
、
地
元
関
係

者
な
ど
多
数
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く

す
玉
を
割
り
、
下
ヶ
流
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を

祝
い
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
春
日
地
区
と
町
中
心
部
を

結
ぶ
唯
一
の
生
活
・
産
業
道
路
で
す
。
今
回

完
成
し
た
の
は
、
全
長
１
１
３
４
ｍ
の
内
、

４
１
４
ｍ
で
す
が
、
当
面
は
下
ヶ
流
集
落
へ

の
進
入
路
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

下下
ヶヶ
流流
ババ
イイ
パパ
スス

一一
部部
開開
通通

▲門前の参道に立ち並ぶ手作り竹灯篭

野
田
さ
ん（
左
の
写
真
）

細
野
さ
ん（
左
の
写
真
）

▲開通式でのテープカットの模様

▲表彰を受け取る野村さん

中
井
さ
ん（
左
の
写
真
）

不
破
さ
ん（
左
の
写
真
）
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揖斐川町議会だより 第２回揖斐川町議会定例会開かれる

平
成
１９
年
第
２
回
揖
斐
川
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
５
日
�
か
ら

１４
日
�
ま
で
の
１０
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
等
が

行
わ
れ
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
予
算
案
件
３６
件
、
条
例

案
件
１８
件
、人
事
案
件
４
件
、そ
の
他
（
指
定
管
理
、契
約
変
更
な
ど
）

２７
件
、合
計
８５
件
で
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

就任
ごあいさつ

この度、議員各位のご推挙をいただき、議長、副議長
に就任致しました。
身に余る光栄であり、心から感謝申し上げますととも

に、責任の重さを感じております。
さて、合併後三年目を迎え、厳しい行財政ではありま

すが皆様方の負託とご期待に沿うべく、議会の役割を真
摯に受け止め、町政の発展に全力を傾注してまいりたい
と存じます。今後とも、町民の皆様のご理解とご協力を
お願い申し上げ、就任のあいさつといたします。

新新
しし
いい
議議
会会
構構
成成
決決
まま
るる

新
年
度
予
算
は
、特
別
委
員
会
で
審
査

議
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
平
成
１９
年
度

一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
等
、
合

計
８４
件
に
つ
い
て
、
所
信
表
明
及
び
提
案
説

明
が
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち
新
年
度
予
算
等
予

算
案
件
３６
件
、
条
例
案
件
１８
件
、
そ
の
他
５

件
、
合
計
５９
件
が
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

規
約
変
更
案
件
、
契
約
変
更
案
件
等
２４
件
が

可
決
さ
れ
散
会
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

新
年
度
予
算
２２
件
、
平
成
１８
年
度
補
正
予
算

１４
件
に
つ
い
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

翌
々
日
か
ら
は
、
初
日
の
委
員
会
付
託
を

受
け
て
、
７
日
�
に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、

８
日
�
に
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
、
９
日
�

に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
慎

重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

１３
日
�
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
議

員
６
名
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
１４
日
�
に
は
、
各
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
委

員
長
か
ら
審
議
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
質
疑

・
討
論
の
あ
と
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
揖
斐
川
町
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
の
１
件
が
追
加
で
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

本
定
例
会
で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
新
議
会
の
構
成
は
、広
報
４
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

主
な
議
案
と
内
容

◎
揖
斐
川
町
い
び
川
温
泉
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
東
横
山
に
温
泉
施
設
が
完
成
し

た
こ
と
に
伴
い
、
同
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域
自
然
環
境
保

全
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

徳
山
ダ
ム
の
完
成
を
控
え
、
こ
の
地
域
の

自
然
環
境
の
適
正
な
保
全
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
自
然
環
境
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
市
区
町
村
で

実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
相
談
支
援
事
業
を

事
業
者
委
託
と
す
る
た
め
揖
斐
川
町
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の

委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

町
で
行
っ
て
い
た
障
害
程
度
区
分
認
定
審

査
業
務
を
揖
斐
広
域
連
合
に
移
管
す
る
た
め

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

石原潤一郎副議長清水政則議長
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◎
揖
斐
川
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
特
殊

性
及
び
決
算
か
ら
見
た
必
要
性
を
考
慮
し
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
技
術
者
手
当
、
死
体
火
葬

業
務
手
当
、
し
尿
処
理
手
当
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

◎
揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等

の
改
正
に
伴
い
、
管
理
職
手
当
額
及
び
扶
養

手
当
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
村
合
併
に
よ
り
連
合
消
防
団
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
た
６
つ
の
消
防
団
が
統
合
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
消
防
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

消
防
団
の
統
合
に
伴
い
、
消
防
関
係
委
員

が
団
長
と
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
長
の
２
人

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

消
防
組
織
法
の
改
正
に
よ
り
同
法
を
引
用

し
て
い
る
条
番
号
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
か
ら
観
光
事
業
特
別
会
計
を

廃
止
し
、
新
た
に
徳
山
ダ
ム
上
流
域
公
有
地

化
特
別
会
計
と
い
び
川
温
泉
特
別
会
計
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

新
た
に
揖
斐
川
町
町
管
理
型
合
併
処
理
浄

化
槽
改
修
基
金
及
び
徳
山
ダ
ム
上
流
域
に
お

け
る
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
揖
斐
川

町
公
有
地
化
推
進
基
金
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
久
瀬
温
泉
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

他
の
町
内
類
似
施
設
と
利
用
料
金
等
の
均

衡
を
図
る
た
め
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
業
務
が
揖
斐
広

域
連
合
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
障
害

程
度
区
分
認
定
審
査
会
委
員
の
報
酬
項
目
が

削
除
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
関

連
施
設
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
浴
室

使
用
料
の
規
定
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

税
の
賦
課
限
度
額
が
５３
万
円
か
ら
５６
万
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
福
祉
医
療
費
助
成
が
中
学
生

（
１５
歳
ま
で
）
の
入
院
に
か
か
る
分
ま
で
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
診
療
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
久
瀬
診
療
所
改
築
に
伴
い
、
新
診
療
所
の

玄
関
位
置
に
地
番
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

岐
礼
・
高
科
地
区
及
び
美
束
地
区
の
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
の
完
成
に
伴
い
、
施
設

の
位
置
と
処
理
区
域
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
徳
山
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
株
式
会
社
藤
橋

ビ
レ
ッ
ジ
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
農
林
水
産
物
加
工
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
遊
ら
ん
ど
坂
内

運
営
組
合
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
坂
内
新
規
作
物
導
入
支
援
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
か
わ
か
み
五
彩

合
同
会
社
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
坂
内
農
林
水
産
物
処
理
加
工
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
か
わ
か
み
五
彩

合
同
会
社
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
遊
ら
ん
ど
坂
内
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

同
施
設
の
指
定
管
理
者
に
遊
ら
ん
ど
坂
内

運
営
組
合
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
町
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

◎
町
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

揖
斐
川
三
之
宮
線
の
ほ
か
２
路
線
が
廃
止

さ
れ
、
揖
斐
川
下
河
原
２
号
線
の
ほ
か
１０
路

線
が
町
道
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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◎
字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

土
地
改
良
事
業
に
伴
い
、
小
津
字
奥
原
と

小
津
字
庚
申
谷
の
字
界
の
一
部
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

◎
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

◎
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
吏
員
制

度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
用
語
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
程
度

区
分
認
定
の
審
査
判
定
に
関
す
る
事
務
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て教

育
委
員
会
委
員
に
高
橋
宏
之
さ
ん
（
上

南
方
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
２
名
の
方
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

岩
田

美
鈴
さ
ん
（
谷
汲
深
坂
）

奥
田

か
よ
さ
ん
（
坂
内
広
瀬
）

◎
揖
斐
川
町
北
方
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

北
方
財
産
区
管
理
委
員
に
次
の
７
名
の
方

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

森
本

昭
さ
ん

香
田

均
さ
ん

細
野

巳
彦
さ
ん

折
戸

昭
義
さ
ん

折
戸

三
夫
さ
ん

高
橋

隆
義
さ
ん

野
田

勇
さ
ん

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
の
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。

・
北
和
地
区
管
路
施
設
北
方
１
区
工
区
そ
の

１
工
事

請
負
金
額

６
７
７
２
万
５
０
０
０
円

・
北
和
地
区
管
路
施
設
北
方
１
区
工
区
そ
の

４
工
事

請
負
金
額

６
４
５
７
万
５
０
０
０
円

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

・
徳
積
・
長
瀬
農
業
集
落
排
水
１８－

６
（
新

田
・
牧
野
工
区
）
工
事

変
更
前

７
０
１
８
万
９
５
０
円

変
更
後

８
０
５
６
万
１
２
５
０
円

・
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路
施
設

島
工
区
工
事

変
更
前

６
６
６
７
万
５
０
０
０
円

変
更
後

６
８
６
８
万
６
８
０
０
円

・
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
管
路
施
設

野
田
工
区
工
事

変
更
前

５
４
０
２
万
２
５
０
０
円

変
更
後

６
０
０
６
万
７
３
５
０
円

・
北
和
地
区
管
路
施
設
房
島
２
区
工
区
工
事

変
更
前

７
９
２
５
万
４
０
０
０
円

変
更
後

８
３
５
２
万
７
５
０
０
円

・
北
和
地
区
管
路
施
設
房
島
３
区
工
区
工
事

変
更
前

８
１
１
１
万
７
７
５
０
円

変
更
後

８
３
７
５
万
１
０
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
幹
線
関
連
工

事
（
春
日
方
面
）

変
更
前

８
７
９
９
万
円

変
更
後

８
５
６
９
万
２
６
０
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
幹
線
関
連
工

事
（
藤
橋
方
面
）

変
更
前

８
８
９
３
万
５
０
０
０
円

変
更
後

１
億
３
０
６
万
２
７
５
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
幹
線
関
連
工

事
（
谷
汲
方
面
）

変
更
前

８
２
７
３
万
１
６
０
０
円

変
更
後

８
２
４
５
万
１
２
５
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
配
線
関
連
工

事
（
春
日
方
面
）

変
更
前

９
９
６
９
万
１
２
０
０
円

変
更
後

９
９
４
２
万
８
７
０
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
配
線
関
連
工

事
（
藤
橋
方
面
）

変
更
前

６
０
６
９
万
円

変
更
後

５
９
３
５
万
１
２
５
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
配
線
関
連
工

事
（
谷
汲
方
面
）

変
更
前

１
億
１
４
４
２
万
３
７
５
０
円

変
更
後

１
億
１
２
５
４
万
１
１
０
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
関
連
工
事

変
更
前

６
１
８
４
万
５
０
０
０
円

変
更
後

６
１
６
９
万
２
７
５
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
音
声
告
知
シ

ス
テ
ム
）
工
事

変
更
前

８
７
４
４
万
４
０
０
０
円

変
更
後

７
９
７
８
万
８
４
５
０
円

◎
揖
斐
川
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
監
査
委
員
に
宗
宮
哲
哉
さ
ん

（
房
島
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

◎
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◎
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
（
委
員
会
の
構
成
は
、
広
報

４
月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

◎
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事

業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ

い
て
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

議会だより
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◎
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算
及

び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
決
し
ま
し
た
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別

会
計
予
算
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
詳
細

は
、
広
報
４
月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療
所

特
別
会
計
予
算

・
平
成
１９
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
脛
永
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
市
場
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
北
方
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
大
和
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
長
瀬
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
横
蔵
財
産
区
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地
取

得
等
特
別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
い
び
川
温
泉
特
別

会
計
予
算

・
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

予
算

◎
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

主
な
内
容
は
、
勧
奨
退
職
に
よ
る
退
職
手

当
組
合
負
担
金
、
県
と
の
人
事
交
流
負
担
金
、

樽
見
鉄
道
運
営
資
金
貸
付
金
、
公
有
地
化
事

業
に
か
か
る
基
金
積
立
金
、
県
営
事
業
負
担

金
、
合
併
推
進
体
制
整
備
補
助
金
関
連
に
よ

る
防
災
セ
ン
タ
ー
兼
庁
舎
建
設
関
連
事
業
、

消
防
施
設
関
連
、
中
学
校
施
設
整
備
関
連
な

ど
の
増
額
の
ほ
か
、
事
業
内
容
の
確
定
や
入

札
差
金
、
事
務
費
の
節
減
に
よ
る
減
額
等
に

よ
り
、
総
額
４
億
２
６
０
０
万
円
の
減
額
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
の
執
行

見
込
み
を
勘
案
し
所
要
の
補
正
を
行
い
、
１２

特
別
会
計
合
わ
せ
て
、
２
億
６
８
８
６
万
７

千
円
の
減
額
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
補
正
の
あ

り
ま
し
た
特
別
会
計
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療
所

特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
脛
永
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
観
光
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

１
月

１０
日

第
１
回
議
員
定
数
検
討
特
別
委

員
会

２６
日

第
１
回
臨
時
会

第
１
回
議
会
全
員
協
議
会

２
月

８
日

第
２
回
議
会
全
員
協
議
会

１３
日

第
２
回
議
員
定
数
検
討
特
別
委

員
会

２６
日

第
３
回
議
会
全
員
協
議
会

３
月

５
日

第
２
回
定
例
会
（
初
日
）

５
日

第
４
回
議
会
全
員
協
議
会

６
日

第
１
回
予
算
特
別
委
員
会

７
日

第
１
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

８
日

第
１
回
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

９
日

第
１
回
産
業
建
設
常
任
委
員
会

１３
日

第
２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

１４
日

第
２
回
定
例
会
（
３
日
目
）

２８
日

第
３
回
議
員
定
数
検
討
特
別
委

員
会

議会だより
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本定例会の一般質問の要旨をお知らせします。 
（紙面の都合上、 質問および答弁は要約して 
おります。） 

議員6名が町政を問う 

町
内
の
農
家
で
は
高
齢
化
と
過
疎
化
、
後

継
者
不
足
に
よ
り
農
地
の
保
守
が
困
難
と
な

り
、
耕
作
放
棄
農
地
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

農
地
を
守
る
た
め
、
町
民
全
体
の
責
務
と
し

て
そ
れ
な
り
の
組
織
を
作
り
農
業
基
盤
を
守

る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
復
元
の
一
案
と
し
て
、

都
会
住
民
と
の
交
流
事
業
で
農
地
や
山
林
、

空
き
家
な
ど
を
貸
し
出
し
、
地
域
住
民
だ
け

で
は
維
持
で
き
な
い
こ
と
を
都
会
の
人
々
や

団
塊
世
代
の
方
々
の
手
を
借
り
て
は
ど
う
か

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

平
成
１２
年
か
ら
国
の
「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」
を
７１
集
落
が
利
用
し
、
耕
作

放
棄
地
の
防
止
、
農
道
や
水
路
の
補
修
、
防

護
柵
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
農
地
を

協
働
で
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
１９
年
度
か
ら
は
、
国
の
新
農

業
施
策
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
地

域
ぐ
る
み
で
農
地
や
水
を
守
る
活
動
に
対
し

て
支
援
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
こ

の
事
業
に
よ
り
、
地
域
の
農
地
は
地
域
で
守

ろ
う
と
い
う
話
し
合
い
や
協
働
活
動
が
行
わ

れ
、
大
き
な
成
果
が
上
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

都
市
住
民
と
の
交
流
や
遊
休
農
地
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ナ
ー
農
園
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
先
日
に
は
春
日
地
区
で
山
菜

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
「
山
菜

の
里
い
び
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
応

援
し
な
が
ら
、
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
地
域

住
民
の
社
会
生
活
向
上
の
基
本
理
念
は
経
済

活
動
の
活
発
化
で
す
。
町
の
特
産
品
に
つ
い

て
は
、
町
の
素
材
を
生
か
し
た
商
品
開
発
に

努
力
す
べ
き
で
す
が
、
高
品
位
価
値
、
販
路

面
な
ど
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。
行
政
と
し
て

ど
の
程
度
の
技
術
指
導
、
支
援
が
で
き
る
の

か
伺
い
ま
す
。

特
産
品
づ
く
り
は
地
域
振
興
に
と
っ
て
重

要
な
分
野
で
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
特
産
品
開

発
室
を
設
置
し
、
農
業
者
や
農
業
女
性
団
体

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
そ
の
開
発
や
販
売

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
特
産
品
の
開
発
や
改
良
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、
岐
阜
県
名
産
販
売
株
式
会

社
に
既
存
商
品
の
味
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
デ
ザ

イ
ン
、
価
格
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
調
査
な
ど
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

こ
の
評
価
に
基
づ
き
、
商
品
の
開
発
や
改
良

を
加
え
る
な
ど
し
て
、
売
れ
る
商
品
づ
く
り

を
目
指
す
生
産
団
体
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
多
く
の
産
業
が
あ
り
、
優
れ
た

職
人
た
ち
が
そ
れ
ら
の
産
業
を
支
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
技
術
者
、
職
人
の
登
録
制
度

を
設
け
、
町
の
誇
れ
る
職
人
た
ち
を
広
く
世

に
出
す
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
が
、町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

県
の
認
定
制
度
「
飛
騨
美
濃
特
産
名
人
」

「
岐
阜
シ
ル
ク
伝
承
師
」「
匠
の
国
岐
阜
県
伝

承
建
築
家
認
定
制
度
」
な
ど
に
、
町
か
ら
１０

名
の
方
が
認
定
さ
れ
、
技
術
者
・
指
導
者
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
揖
斐
郡
人
材
バ
ン
ク
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
も
豊
富
な
知
識
や
優
れ
た

技
能
を
持
っ
た
多
く
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
町
独
自
の
技
能
者

認
定
登
録
制
度
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
点
が

あ
り
ま
す
の
で
、
県
の
技
能
者
認
定
制
度
に

積
極
的
に
推
薦
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
削
減
や
中
止

を
打
ち
出
す
前
に
、
補
助
金
が
適
切
か
つ
有

意
義
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

補
助
を
出
す
側
も
受
け
る
側
も
今
一
度
洗
い

直
し
、
無
駄
な
も
の
は
省
き
、
増
額
が
必
要

な
も
の
は
増
額
す
る
と
い
う
よ
う
な
検
討
を

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

住
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
補
助
金
は
必
要
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
そ
の
団
体

や
活
動
に
補
助
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
っ

た
基
本
的
な
公
的
関
与
や
負
担
割
合
な
ど
は

個
別
に
検
討
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
行
政
改
革
大
綱
や
集
中
改
革
プ
ラ

山
口

保

議
員

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

問

答

宗
宮

孝
生
町
長

問

町
民
が
望
む
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

問

町
の
職
人
技
能
者（
認
定
登
録
）

制
度
づ
く
り
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

問

町
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

議会だより
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ン
の
中
で
も
公
的
関
与
の
明
確
化
や
制
度
補

助
金
へ
の
転
換
、
公
募
制
の
導
入
な
ど
で
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
革
の
第
一
歩
と
し
て
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
平
成
１８
年
度
か
ら
公
募
制

の
「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
補
助
金
」
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
こ
れ
を
拡

大
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

公
的
関
与
の
基
準
を
作
成
し
、
公
正
公
平
で

透
明
性
の
高
い
補
助
金
制
度
を
確
立
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

活
気
あ
る
町
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

行
き
交
う
人
が
多
い
こ
と
で
、
人
の
動
き
に

呼
応
し
た
催
し
や
盛
ん
な
物
流
が
見
ら
れ
ま

す
。
揖
斐
川
町
は
合
併
か
ら
３
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
人
口
は
壮
年
層
の
流
出
と
死
亡
が

出
生
数
を
上
回
り
、
２
年
間
で
２
・
８
％
、

７
２
０
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

居
住
環
境
の
ま
ま
で
は
減
少
が
続
い
て
い
く

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
何
ら
か
の
有
効
な
手
段
が
必
要
で
す
。

人
口
増
加
を
図
る
対
策
に
は
、
現
状
の
地

域
環
境
に
即
応
し
た
対
処
と
中
長
期
に
わ
た

る
対
策
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
町
外
へ
出

て
行
っ
た
人
た
ち
の
呼
び
戻
し
を
図
る
た
め
、

町
内
企
業
の
雇
用
状
況
と
定
住
化
対
策
も
加

味
し
た
町
独
自
の
情
報
誌
に
ま
と
め
、
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
で
職
を
求
め
て
い
る
域

内
外
の
人
に
伝
え
る
積
極
的
な
努
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
つ
い
で
、
中
長
期
的
な
対
策
で

す
が
、
揖
斐
川
町
の
人
口
構
成
は
壮
年
層
の

減
少
が
目
立
ち
、
新
規
の
企
業
進
出
も
全
く

な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
で
は
税
の
増
収

は
望
め
ず
、
合
併
特
例
の
切
れ
る
１０
年
後
の

財
政
は
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
企
業
、

特
に
製
造
業
を
誘
致
し
て
就
労
の
場
を
確
保

し
て
人
口
を
増
や
し
、
税
の
増
収
を
図
る
対

策
に
傾
注
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

東
海
環
状
道
の
東
回
り
開
通
で
、
沿
線
圏

域
は
一
大
工
業
地
と
な
る
様
相
を
見
せ
、
地

元
産
業
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
西
回
り
ル
ー
ト
の
整
備
が
近
い
と
の
見

通
し
の
中
で
、「
大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
」が
至

近
距
離
と
な
る
揖
斐
川
町
と
し
て
は
、
こ
れ

を
起
爆
と
し
た
雇
用
の
拡
大
と
人
口
の
増
加
、

税
の
増
収
を
図
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、

製
造
業
を
主
体
と
し
た
企
業
の
誘
致
を
積
極

的
に
行
い
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
前
提
に
は

用
地
開
発
の
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。企

業
誘
致
に
向
く
遊
休
地
が
少
な
く
、規
模
の

大
き
い
工
業
団
地
の
開
発
は
農
地
の
活
用
と

な
り
、
事
前
に
十
分
な
住
民
の
意
識
調
査
も

必
要
と
な
る
な
ど
、
用
地
の
確
保
に
は
相
当

の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
取
り

組
み
、
企
業
適
地
の
確
保
を
見
定
め
て
域
外

企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
と
思
考
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

（
１
）
企
業
情
報
の
収
集
と
域
内
外
の
就
職

・
転
職
希
望
者
に
企
業
情
報
を
伝
え
る
業

務
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

（
２
）
雇
用
と
税
収
の
増
、
ひ
い
て
は
人
口

課
題
か
ら
積
極
的
な
企
業
誘
致
の
構
想
を

持
つ
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
方
針
に
つ
い
て
。

（
３
）
企
業
を
誘
致
す
る
適
地
を
把
握
す
る

取
り
組
み
は
早
期
実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
定
住

人
口
の
維
持
、
拡
大
、
雇
用
の
場
の
確
保
及

び
税
収
増
に
寄
与
す
る
重
要
な
施
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
１７
年

に
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
で
１

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
土
地
を
農
業
振

興
用
地
か
ら
除
外
し
、
住
宅
や
企
業
が
進
出

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

一
つ
目
の
質
問
の
、
就
職
・
転
職
を
希
望

さ
れ
る
方
の
対
応
は
、
企
業
誘
致
を
所
管
す

る
総
務
部
と
、
就
業
・
労
働
関
係
を
所
管
す

る
産
業
建
設
部
が
対
応
し
て
い
ま
す
。
県
の

企
業
誘
致
課
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
情

報
交
換
や
、
町
の
施
策
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
そ

の
周
知
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

二
つ
目
の
質
問
の
、
企
業
誘
致
の
構
想
に

つ
い
て
は
、新
た
に
進
出
す
る
工
場
の
新
設
・

増
設
を
奨
励
す
る
こ
と
を
、
第
一
次
総
合
計

画
の
基
本
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
計
画
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

三
つ
目
の
質
問
の
、
企
業
誘
致
の
適
地
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
町
内
で
は
、
地
元
か
ら
こ
こ
に
企

業
を
誘
致
し
て
ほ
し
い
と
、
適
地
を
示
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
声
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
適
地
の
掘

り
起
こ
し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
の
揖
斐
川
町
は
、
地
形
的
な
条
件
や
都

市
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
悪
く
、
近
年
、
郊
外
に

大
型
店
が
進
出
し
て
お
り
、
商
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
商
工
業
対
策
に
支
援
事
業
を

積
極
的
に
実
施
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
今
の
町
民
に
は

そ
の
融
資
資
金
を
活
用
し
て
事
業
を
始
め
る

に
は
希
望
が
も
て
ず
、
一
日
も
早
く
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
町
、
商
工
会
、
関
係
団
体

な
ど
広
く
各
方
面
か
ら
意
見
を
集
約
し
、
そ

の
対
策
を
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近

年
の
人
口
減
少
、
中
で
も
地
元
定
住
人
口
、

交
流
人
口
の
移
動
で
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
起

き
、
商
店
街
の
購
買
力
は
落
ち
、
そ
の
人
口

減
少
を
防
ぐ
に
は
住
宅
対
策
、
町
営
住
宅
も

い
い
の
で
す
が
、
特
に
民
間
の
住
宅
開
発
が

緊
急
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う

し
た
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
長
期

的
発
展
計
画
を
樹
立
し
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
立
て
指
導
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ
の

融
資
制
度
を
設
け
て
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
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す
が
、
引
き
続
き
商
工
会
、
県
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
県
の
商
店
街
活
性
化
支
援

策
や
、
県
中
小
企
業
資
金
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
商
店
街
に
観
光
客
を
呼
び

込
み
、
街
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
意
味
で
町

並
み
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
徳
山
ダ
ム
や
谷

汲
山
華
厳
寺
、
両
界
山
横
蔵
寺
な
ど
の
観
光

地
や
施
設
を
線
で
結
ん
だ
観
光
周
遊
ル
ー
ト

の
策
定
を
は
じ
め
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
い
、
観
光
交
流
の
推
進
に
よ
り
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
３
件
の
登
山
者
の
遭
難
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
遭
難
事
故
が
多

発
す
る
原
因
を
調
べ
ま
す
と
、
「
岐
阜
県
の

山
」
と
い
う
出
版
物
の
中
に
、
揖
斐
川
町
の

多
く
の
山
が
日
帰
り
コ
ー
ス
と
案
内
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

事
故
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
日
帰
り
コ
ー
ス
と
い
う
案
内
も

そ
の
一
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
帰
り
コ
ー
ス
と
気
軽
な
気
持
ち

で
登
山
し
な
い
よ
う
、
何
ら
か
の
方
法
で
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
遭
難
救
助
に
携
わ
ら
れ
る
方
々
の

２
次
遭
難
防
止
の
た
め
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ナ
ビ
な
ど
、

遭
難
救
助
に
対
す
る
機
器
類
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
昨
年
は
、
３
月
、
９
月
、
１１

月
に
遭
難
事
故
が
発
生
し
、
捜
索
活
動
に
は

消
防
団
を
は
じ
め
地
元
の
皆
さ
ん
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
登
山
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
町
と
し
ま
し

て
も
登
山
者
対
策
と
し
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
た
登
山
情
報
の
掲
載
、
登
山
口

で
の
注
意
看
板
の
設
置
の
ほ
か
、
振
興
事
務

所
や
道
の
駅
、
登
山
口
に
ポ
ス
ト
を
設
け
、

登
山
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
対
策

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

捜
索
活
動
の
機
器
類
に
つ
い
て
は
、
行
政

無
線
、
衛
星
携
帯
電
話
、
小
型
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
等
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化
の

激
し
い
坂
内
地
区
の
行
政
無
線
は
、
平
成
１９

年
度
予
算
で
更
新
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
後
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ナ
ビ
等
の
装
備
の
導
入
も

図
り
、
捜
索
活
動
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
揖
斐
川
町
で
行
わ
れ
て
い
る
工
事
な

ど
の
指
名
競
争
入
札
の
ほ
と
ん
ど
が
予
定
価

格
の
９０
％
以
上
で
落
札
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
談
合
を
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
よ
う
な

意
見
も
聞
き
ま
す
が
、
一
方
で
事
業
を
円
滑

に
進
め
る
上
で
談
合
は
必
要
悪
だ
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
。
私
は
必
要
悪
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
談
合
の
温
床
に
も
な
り
得
る
指
名

競
争
入
札
を
や
め
、
一
般
競
争
入
札
に
切
り

替
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

入
札
制
度
に
つ
い
て
、
本
町
は
、
県
の
評

点
ラ
ン
ク
に
よ
り
業
者
選
定
を
行
い
、
指
名

競
争
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
部
の
大

き
な
も
の
に
つ
い
て
は
一
般
競
争
入
札
を
実

施
し
た
経
過
も
あ
り
ま
す
。
平
成
１８
年
度
か

ら
は
電
子
入
札
制
度
も
導
入
し
ま
し
た
。
予

定
価
格
に
対
し
て
６０
％
台
の
入
札
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
町
の
入

札
に
つ
い
て
は
談
合
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま

す
。公

共
工
事
発
注
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ

と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
一
般
競

争
入
札
は
、
入
札
を
行
う
ま
で
の
段
階
で
相

当
の
期
間
と
経
費
を
要
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

電
子
入
札
制
度
を
さ
ら
に
進
め
、
国
や
県
の

実
施
状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
的

に
総
合
評
価
方
式
の
一
般
競
争
入
札
制
度
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
で
は
、
近
隣
市
町
に
先
駆
け
て

子
育
て
支
援
施
策
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
１９

年
度
新
た
に
中
学
生
に
対
し
て
の
入
院
費
助

成
事
業
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
子
育
て
支
援
事
業
を
優
先

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
財
政
が
ま
す

ま
す
切
迫
す
る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
支
援
策

を
増
や
す
こ
と
も
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、

す
ぐ
に
効
果
が
出
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
抜
本
的
な
見
直
し
を
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。本

町
で
は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
子
育
て
支

援
課
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
現
在
、
小
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
１９
年

度
か
ら
は
中
学
生
の
入
院
費
の
助
成
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
１８
年
度
か
ら
町

単
独
事
業
と
し
て
「
不
妊
治
療
助
成
事
業
」

や
「
す
こ
や
か
ベ
ビ
ー
祝
い
金
事
業
」
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

１９
年
度
も
引
き
続
き
こ
う
し
た
事
業
を
継

続
事
業
と
し
て
予
算
計
上
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
少
子
化
対
策
と
子
育
て

支
援
政
策
は
最
重
要
課
題
と
し
て
と
ら
え
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
全
庁
的
に
取
り

組
み
、
実
効
性
が
あ
り
実
現
可
能
な
施
策
は
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
井

治
美

議
員

問

揖
斐
川
町
内
の
登
山
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

小
倉

昌
弘

議
員

問

入
札
制
度
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

石
原

潤
一
郎

議
員

問

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
政

策
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

議会だより
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揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
移
転
の

お
知
ら
せ

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
は
、
４
月
２
日
�

か
ら
次
の
場
所
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
学
校
教
育
課
・
社
会
教
育
課

文
化
課
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

揖
斐
川
町
上
南
方
１
５

（
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
内
２
階
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

２
３
‐
０
１
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

２
３
‐
０
１
１
６

揖
斐
川
町
体
育
協
会
４０
周
年
記
念
式

典
開
催
！

揖
斐
川
町
体
育
協
会
４０
周
年
記
念
式
典
が

３
月
１７
日
�
揖
斐
川
健
康
広
場
で
行
わ
れ
、

永
年
体
育
協
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
式

典
に
先
立
ち
基
調
講
演
が
開
催
さ
れ
、
世
界

空
手
選
手
権
で
４
連
覇
を
達
成
さ
れ
た
、「
エ

ン
カ
レ
ッ
ジ
ン
グ
空
手
主
宰
」
若
井
敦
子
氏

に
よ
り
「
今
こ
そ
花
ど
き
、
花
盛
り
」
と
題

し
、
空
手
の
「
型
」
と
「
組
手
」
に
つ
い
て

の
実
践
を
交
え
て
の
説
明
を
は
じ
め
、
指
導

者
に
必
要
な
こ
と

な
ど
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
実
技
指
導
で

は
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
空
手
技
の
気
合

に
会
場
内
の
空
気

が
張
り
つ
め
、
空

手
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で

す
。

○
高
橋
一
良
さ
ん
（
谷
汲
徳
積
）

○
杉
山
正
城
さ
ん
（
樫
原
）

○
高
橋
典
夫
さ
ん
（
脛
永
）

○
長
柄

敞
さ
ん
（
大
光
寺
）

○
横
平

猛
さ
ん
（
北
方
）

○
中
原
順
彦
さ
ん
（
清
水
）

○
中
村
賀
久
さ
ん
（
下
岡
島
）

第
１１
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会
開
催
！

３
月
３０
日
�
〜
４
月
１
日
�
、
揖
斐
川
健

康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
町

内
５
会
場
に

て
、
「
第
１１

回
全
国
高
校

女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜

い
び
川
大

会
」
が
開
催

さ
れ
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
会
に
先
立
ち
３
月
２９
日
�
に
は
、

「
実
業
団
招
待
試
合
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
１
部
で
活
躍
す

る
選
手
の
プ
レ
ー
を
間
近
に
観
戦
し
、
観
客

席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

招
待
試
合
終
了
後
は
実
業
団
選
手
に
よ
る

「
技
術
講
習
会
」が
開
催
さ
れ
、参
加
者
は
選

手
の
実
技
指
導
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

■
試
合
結
果

《
優

勝
》

多
治
見
西
高
等
学
校
（
岐
阜
）

《
準
優
勝
》

岐
阜
女
子
高
等
学
校
（
岐
阜
）

《
３

位
》

滋
賀
学
園
高
等
学
校
（
滋
賀
）

《
敢
闘
賞
》

須
磨
ノ
浦
女
子
高
等
学
校
（
兵
庫
）

■
実
業
団
招
待
試
合
結
果

デ
ン
ソ
ー

１
×
４

ト
ヨ
タ
自
動
車

大
会
期
間
中
、
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て

被
災
さ
れ
た
門
前
高
校
に
対
し
募
金
を
行
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
６
９
、
３
０
６
円
の
募

金
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
１９
年
揖
斐
川
町
成
人
式
が
努
力

賞
受
賞

１
月
７
日
�
に
開
催
し
ま
し
た
「
平
成
１９

年
揖
斐
川
町
成
人
式
」
が
「
第
７
回
成
人
式

大
賞
」
で
、
「
努
力
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
成
人
式
大
賞
は
、
文
部
科
学
省
の
後
援

を
得
て
新
成
人
式
研
究
会
と
い
う
組
織
が
選

定
機
関
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
全

国
各
地
か
ら
多
数
の
成
人
式
の
応
募
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
全
国
か
ら
１
１
４
件
の
応
募
が

あ
り
、
揖
斐
川
町
は
式
づ
く
り
に
新
成
人
が

実
行
委
員
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
点

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
成
人
式
は
、
次
の
開
催
日
時
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

平
成
２０
年
１
月
１３
日
�

１２
時
３０
分

受
付
開
始

１３
時
３０
分

開
式

対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
６２
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

皆
さ
ん
で
す
。

ま
た
、
平
成
１９
年
に
引
き
続
き
新
成
人
に

よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
企
画
・
準
備

を
行
う
予
定
で
、
現
在
、
実
行
委
員
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

成
人
式
実
行
委
員
へ
の
申
込
・
お
問
合
わ

せ
は
、
社
会
教
育
課
（
２
３
‐
０
１
１
５
）

ま
で
。
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健
康
・
栄
養
相
談
、
体
力
測
定
の

ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

５
月
３１
日
�

１４
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
養

士
に
よ
る
栄
養
相
談
、
健
康
運
動

指
導
士
に
よ
る
体
力
測
定

平
成
１９
年
度

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
開
催
！

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
（
い
び
が
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）
を
開
催
し
ま
す
。

広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
場
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
の
普
及
・
振

興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
１９
年
６
月
３
日
�

８
時
〜
１４
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

ほ
か

【
交
流
大
会
】

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

他

【
軽
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
】

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ピ
ン
ポ
ン

他

【
ヘ
ル
ス
コ
ー
ナ
ー
】

骨
密
度
測
定
・
喫
煙
依
存
度
チ
ェ
ッ
ク

健
康
・
栄
養
相
談
コ
ー
ナ
ー

ほ
か

【
献
血
】
・
【
体
力
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
】

ほ
か

※

内
容
・
名
称
等
に
変
更
が
あ
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
℡
２
３
‐
０
１
１
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
岐
阜
国
体
の
愛
称
（
テ
ー

マ
）
・
合
言
葉
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
募

集
！

第
６７
回
国
民
体
育
大
会
岐
阜
県
準
備
委
員

会
で
は
、
平
成
２４
年
に
開
催
さ
れ
る
岐
阜
国

体
の
呼
び
名
と
な
る
「
愛
称
（
テ
ー
マ
）」と
、

岐
阜
国
体
に
対
す
る
思
い
を
表
す
「
合
言
葉

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）」を
募
集
し
て
い
ま
す
。
期

間
は
平
成
１９
年
６
月
３０
日
ま
で
で
す
。
「
愛

称
・
合
言
葉
募
集
」
の
チ
ラ
シ
及
び
応
募
箱

は
揖
斐
川
町
役
場
を
は
じ
め
、
各
振
興
事
務

所
に
あ
り
ま
す
の
で
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
健
康
広
場管

理
人
募
集
！

揖
斐
川
健
康
広
場
の
夜
間
管
理
人
お
よ
び
、

清
掃
管
理
人
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

年
齢
７０
歳
未
満
の
方

■
雇
用
期
間

平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で

■
勤
務
時
間

○
夜
間
管
理
人

（
週
１
〜
２
回
）
１７
時
〜
２２
時

○
清
掃
管
理
人

（
週
４
〜
５
日
間
）
８
時
〜
１６
時

■
給

与

時
間
給
８
１
０
円

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
の
上
６
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
揖
斐

川
健
康
広
場
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
健
康
広
場

℡
２
１
‐
３
１
０
０

揖
斐
川
き
ら
ら
の
会

会
員
募
集

「
揖
斐
川
き
ら
ら
の
会
」
は
男
女
共
同
参

画
社
会
を
め
ざ
し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
考
え
、
学
習
す
る
会
で
す
。
環
境
問
題
、

家
庭
教
育
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
も
っ
と
地

元
を
知
る
た
め
の
学
習
、
町
長
さ
ん
と
語
る

会
等
、
計
画
し
て
い
ま
す
。
男
女
年
齢
を
問

わ
ず
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
の
皆
様
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

揖
斐
川
き
ら
ら
の
会
代
表

森
三
恵
子

◆
問
い
合
せ
先

社
会
教
育
課

℡
２
３
‐
０
１
１
５

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時

５
月
２７
日
�

９
時
〜

☆
大
和
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時

５
月
１３
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

大
和
小
学
校

☆
揖
斐
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
》

◆
日
時

５
月
２０
日
�

８
時
３０
分
〜

☆
清
水
公
民
館

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

５
月
２０
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

清
水
小
学
校
運
動
場

☆

永
公
民
館

《
い
び
祭
り
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
》

◆
日
時

５
月
５
日
�

１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

揖
斐
川
町
役
場
集
合

《
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

５
月
１３
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

揖
斐
川
町
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時

５
月
２０
日
�

９
時
〜

☆
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時

４
月
２８
日
�

５
月
１２
・
１９
日
�

９
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
ス
ポ
ー
ツ
大
会
》

◆
日
時

５
月
２７
日
�
９
時
〜

◆
場
所

小
島
小
学
校
体
育
館

『家族の一行詩』 『母へ』 中学２年 中井 明希

苦労かけたね。３年前の真っ黒な髪が想像できない母の白髪頭。

中央公民館プチギャラリー

○いび祭り協賛展（１階）
４月２８日～５月１０日

○油絵展（２階）土岐利恵子
５月３日～５月１３日

○竹の短冊掛け作品展 折戸広征
５月１２日～５月３０日
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揖
斐
川
町
の
小
中
学
校
１５
校
で
は
４
月
６

日
（
金
）
に
入
学
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

保
護
者
に
付
き
添
わ
れ
て
登
校
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
み
ん
な
夢
と
希
望
と
ち
ょ
っ
ぴ

り
緊
張
し
た
表
情
で
入
学
式
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
度
揖
斐
川
町
の
小
学
校
入
学
者
数
は

２
４
４
名
（
町
内
養
基
小
学
校
児
童
分
を
含

む
）、中
学
校
入
学
者
数
は
、
２
５
３
名
で
、

そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。

・
揖
斐
小
学
校

（
５４
名
）

・
大
和
小
学
校

（
３４
名
）

・
北
方
小
学
校

（
１９
名
）

・
清
水
小
学
校

（
３０
名
）

・
小
島
小
学
校

（
４２
名
）

・
谷
汲
小
学
校

（
２６
名
）

・
春
日
小
学
校

（
８
名
）

・
久
瀬
小
学
校

（
１０
名
）

・
坂
内
小
学
校

（
４
名
）

・
養
基
小
学
校

（
町
内
１７
名
）

・
揖
斐
川
中
学
校
（
１３３
名
）

・
北
和
中
学
校

（
６０
名
）

・
谷
汲
中
学
校

（
３８
名
）

・
春
日
中
学
校

（
９
名
）

・
久
瀬
中
学
校

（
９
名
）

・
坂
内
中
学
校

（
４
名
）

今
年
度
の
揖
斐
川
町
の
学
校
教
育
目
標
に

は
、
「
た
く
ま
し
く
豊
か
な
心
を
持
っ
た
児

童
生
徒
の
育
成
」
を
揚
げ
、
「
ほ
ほ
え
み
と

感
動
の
あ
る
学
校
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

�
子
ど
も
の
日
常
生
活
を
リ
ズ
ム
の
あ
る
も

の
に
す
る
こ
と

�
子
ど
も
の
日
常
生
活
に
読
書
の
習
慣
を
取

り
入
れ
る
こ
と

を
２
本
柱
と
し
て
位
置
付
け
、
具
体
的
に

○
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
運
動
」
の

推
進

○
「
家
庭
・
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
読
書
活

動
」
の
推
進

を
揚
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
、
図
書
館
を
活
用
し
た
読
書
に
親
し

む
姿
が
具
現
し
た
と
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康

文
化
都
市
」
が
実
現
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
活
動
の

実
践
を
通
し
て
、
新
し
い
揖
斐
川
町
教
育
の

一
層
の
充
実
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。家

庭
・
地
域
の
積
極
的
な
協
力
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
運

動
」「
家
庭
・
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
読
書
活

動
」
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま

す
。登

下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
の
見
届
け
を
含
め
て
、
保
護
者
・
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
揖
斐
川
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
学
校
紹
介
を
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
１９
年
度

揖
斐
川
町
立
小
中
学
校
入
学
式

いいびびががわわママララソソンン情情報報！！
今年で２０回の記念大会を迎えます「いびがわマラソン」ですが、先日の実行委員会で１１月１１日（日）に開催さ
れることが決定いたしました。１９８８年に始まった大会が、２０年を迎えられたのは、地域のみなさんの温かい支
えがあったこと、大会を愛し続けてくださったランナーのみなさんがいらしたからだと、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。そこで、今大会は、その思いを次の３つをテーマに掲げ、地域みんなで作り上げる大会を目指した
いと考えています。宜しくお願い致します。

「おかげさまで２０年、感謝の気持ちを伝えたい」
「おもてなしの心でむかえよう」
「心と心のつながりを求めて」

町報“いびがわマラソン情報”を通じて、情報発信して
いきますので、今年のいびがわマラソンにご期待ください。

ランナーの人気雑誌「ランナーズ」では、毎年
ランナーが選ぶ大会１００選と題して人気投票を行
なっています。５月号で発表された２００６ランキン
グで、いびがわマラソンは、堂々の５位入賞を果
たしました。小さな町の大会が、全国の大きな大
会より上位にいけたのは、町じゅうをあげてのお
もてなしの心が、ランナーのみなさんに伝わった
からでしょうか？嬉しいですね。
自信をもって、２００７大会に向かいましょう！

『家族の一行詩』 『父へ』 中学１年 雲井 理子

いつもリハビリがんばっている父が大好きだよ。歩けるようになったら家族で旅行に行こうね�

２００６ランナーが選ぶランニング大会ＢＥＳＴ１０
１位 長野マラソン （長野：フ ル ６，９７２人）
２位 東京荒川マラソン （東京：フル他 ２１，３７１人）
３位 福知山マラソン （京都：フル他 ８，１４４人）
４位 かすみがうらマラソン（茨木：フル他 １１，５５８人）
５位 いびがわマラソン （岐阜：フル他 ５，９８６人）
６位 手賀沼エコマラソン（千葉：ハーフ ８，６４６人）
７位 ＮＡＨＡマラソン （沖縄：フ ル ２１，０４６人）
８位 青島太平洋マラソン（宮城：フル他 ８，０３０人）
９位 しまなみ海道１００ｋウルトラ遠足（広島：１００ｋ １，０２５人）
１０位 青梅マラソン （東京：３０Ｋ他 １９，７１２人）

いびがわを選んだ人の理由
揖斐川沿いを走る色彩豊かなコース
子どもからお年寄りまで住民の熱烈な応援
応援者も楽しめる催しがある

全国で堂々の５位！
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春春
のの
子子
どど
もも
読読
書書
週週
間間

４
月
２３
日
よ
り
５
月
１２
日
ま
で
子
ど
も
読
書

週
間
で
す
。
幼
児
・
児
童
向
け
の
本
を
沢
山
用

意
し
て
い
ま
す
。

「
い
っ
し
ょ
に
、
読
も
う
か
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
各
図
書
館
で
特
別
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

親
子
で
一
緒
に
読
書
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
紹
介

一

般

書

月
島
慕
情

浅
田
次
郎

文
芸
春
秋

帝
都
幻
談

上
下

荒
俣

宏

文
芸
春
秋

千
年
樹

荻
原

浩

集
英
社

朝
日
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
に

恩
田
陸

新
潮
社

八
日
目
の
蝉

角
田
光
代

中
央
公
論
新
社

覚
悟
の
人

佐
藤
雅
美

岩
波
書
店

と
な
り
の
姉
妹

長
野
ま
ゆ
み

講
談
社

陪
審
法
廷

楡
周
平

講
談
社

お
ふ
さ

早
瀬
詠
一
郎

創
美
社

そ
の
他

エ
ッ
セ
イ

家
計
簿
の
中
の
昭
和

澤
地
久
枝

文
芸
春
秋
社

発
明
マ
ニ
ア

米
原
万
理

毎
日
新
聞
社

わ
が
人
生
の
歌
が
た
り

五
木
寛
之

角
川
書
店

そ
の
他

実

用

書

名
人
の
梅
干
し
・
梅
料
理

藤
巻
あ
つ
こ

家
の
光
協
会

パ
ン
で
幸
せ
三
昧

集
英
社

西

遊

記（
上
）

平
岩
弓
枝

毎
日
新
聞
社

毎
日
新
聞
に
昨
年
十
月
ま
で
連
載
さ
れ
た

小
説
を
単
行
本
化
し
、
上
巻
と
し
て
出
版
。

有
名
な
「
西
遊
記
」
を
平
岩
弓
枝
が
大
人

向
き
に
読
み
や
す
く
書
い
て
い
る
。

幼
児
・
児
童
向
け

書
道
入
門

第
三
巻

森
大
衛

汐
文
社

格
闘
技
が
わ
か
る
絵
事
典

近
藤
隆
夫
Ｐ
Ｈ
Ｐ

な
ぞ
な
ぞ
ゆ
う
れ
い
船

石
崎
洋
司

講
談
社

わ
に
の
ニ
ニ
く
ん
の
ゆ
め

角
野
栄
子

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

つ
る
ば
ら
村
の
理
容
師
さ
ん

茂
市
久
美
子

講
談
社

と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン

ケ
ビ
ン

岩
崎
書
店

ス
プ
ー
ン
さ
ん
と
フ
ォ
ー
ク
ち
ゃ
ん

西
巻
か
な

講
談
社

ね
こ
く
ん
、
わ
が
家
を
め
ざ
す

ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン

Ｂ
Ｌ
出
版

ご
び
ら
っ
ふ
の
独
白

草
野
心
平

ほ
る
ぷ
出
版

そ
の
他

揖
斐
川
図
書
館

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

５
月
１５
日
か
ら
５
月
２２
日
ま
で
、
図
書
館
と

中
央
公
民
館
の
間
の
通
路
で
、
廃
棄
処
分
に
す

る
雑
誌
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

主
な
雑
誌

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
パ
ソ
コ
ン

Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ

お
し
ゃ
れ
工
房

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

き
ょ

う
の
健
康

き
ょ
う
の
料
理

サ
ラ
イ

ニ
ュ
ー
ト
ン

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ

プ
レ
ジ
デ
ン

ト

モ
ー
タ
ー
マ
ガ
ジ
ン

ラ
ン
ナ
ー
ズ

る

る
ぶ

安
心

山
と
渓
谷

特
選
街

暮
ら
し

の
手
帳

歴
史
読
本

子
ど
も
と
昔
話

子
ど

も
と
読
書

趣
味
と
園
芸

週
刊
誌

俳
句

短
歌

文
芸
春
秋

児
童
心
理

時
刻
表

美

し
い
部
屋

な
ど

新
し
い
貸
出
カ
ー
ド
発
行

受
付
中

カ
ー
ド
の
切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
。

ご
来
館
の
際
、
備
え
付
け
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
出
し

下
さ
い
。
す
ぐ
に
作
成
い
た
し
ま
す
。
な
お
古

い
カ
ー
ド
は
回
収
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
カ
ー
ド
は
３
館
共
通
で
す
の
で
、
谷

汲
図
書
館
、
坂
内
図
書
館
で
使
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
一
枚
の
カ
ー
ド
で
３
館
あ
わ
せ
て
一

人
に
つ
き
本
、
雑
誌
な
ど
は

１０
冊
以
内
。

視
聴
覚
資
料
（
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
）
は
２

点
以
内
で
す
。

町
内
の
図
書
館
３
館
の
本
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
か
ら
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
か
ら

h
ttp
://w

w
w
2.tow

n
.ib
ig
aw
a.g
ifu
.jp
/

◎
携
帯
電
話
か
ら

h
ttp
://w

w
w
2.tow

n
.ib
ig
aw
a.g
ifu
.jp
/

m
ob
ile/in

d
ex
.asp

是
非
、
ご
利
用
下
さ
い
。

借
り
た
本
・
ビ
デ
オ
な
ど
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

図
書
館
で
借
り
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
本
や
雑
誌
、
Ａ
Ｖ
資
料
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
図
書
館
の

本
な
ど
は
町
民
の
財
産
で
す
。
返
却
期
限
を

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。図

書
館
が
休
館
の
場
合
は
、
中
央
公
民
館
と

の
通
路
の
返
却
ポ
ス
ト
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

４
月
号
の
寄
贈
図
書
の
欄
で
�
揖
斐
川
清
掃

宮
本
義
生
さ
ん
の
お
名
前
を
誤
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
い
た
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

休
館
の
お
知
ら
せ

５
月
１
日
�
、
５
月
８
日
�

７
日
、１４
日
、２１
日
、２８
日
い
ず
れ
も
月
曜
日

３１
日
�

月
末
整
理
日

連
休
中
は
開
館
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
の
会
ま
ど
は
、
今
月
は
お
休
み
で

す
。
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■
日
時

５
月
２６
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

■
講
師

田
中

豊

先
生

■
会
場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

講
座
参
加
希
望
の
方
は
、
資
料
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

℡
２
２
‐
５
３
７
３

揖揖
斐斐
川川
伝伝
統統
芸芸
能能
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

開開
催催
のの
ごご
案案
内内

文
化
の
町
づ
く
り
特
別
事
業
の
揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
伝
統
太
鼓
踊
り
や
揖
斐
子
供
歌
舞
伎
を
上
演

し
ま
す
。

■
日
に
ち

５
月
３
日
（
祝
）

■
会

場

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

伝
統
太
鼓
踊
り
（
１２
時
か
ら
）

谷
汲
踊
、
春
日
太
鼓
踊
り
、
白
樫
踊
り
、
三
倉
の
太
鼓
踊

り
、
徳
山
ほ
っ
そ
れ
、
川
上
ほ
う
ろ
踊
り

子
供
歌
舞
伎
（
１１
時
、
１５
時
、
１９
時

３
回
上
演
）

鏡
山
旧
錦
絵
（
中
町
組
）

バ
ザ
ー

１０
時
か
ら
１５
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
４
日
１３
時
３０
分
か
ら
揖
斐
小
学
校
校
庭

で
開
催
し
ま
す
。

企企
画画
展展
のの
ごご
案案
内内

端
午
の
節
句
に
ち
な
む
収
蔵
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
会
期

５
月
２７
日
�
ま
で

■
会
場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

古古
文文
書書
解解
読読
講講
座座
のの
ごご
案案
内内

■
主
な
展
示
品

手
染
め
の
鯉
の
ぼ
り
（
昭
和
初
期
）

武
者
人
形
と
甲
冑
飾
り

鐘
馗
図
（
蓑
虫
仙
人
筆
）

端
午
の
節
句
座
敷
飾
り

関
ヶ
原
合
戦
絵
団

薩
摩
守
忠
則
（
橋
本
一
邦
画
）

いびがわ

特産品シリーズ スギナ（トクサ科）

「つくしだれの子 すぎなの子 土手の土 そっとあげ つくしの坊やが のぞいたら外はそよ風

春の風」と歌われているようにスギナとツクシとは親子の関係にあります。先ず歌のようにツクシ

が顔を出します、筆のような顔は深い袴に包まれていて、生長するにつれ袴の間隔が開き、筆の顔も

ほころびて繁殖の為の胞子を飛ばします。そして親にあたるスギナが顔を出します。葉の退化した鱗

片と緑色の茎からなっている見事な細工物です、このスギナは栄養を担当し、ツクシが繁殖を担当し

ています。

食用にはツクシ、スギナともに利用されて来ました、ツクシは胞子の飛ばない堅いものが食べ頃で、

袴を取って炒めて佃煮のように味をつけて食べます、明治天皇はことさらツクシ料理を好まれたよう

です。スギナは汁物として用いられていますが、生長したスギナを刈り取り、水洗いし、乾燥したも

のは利尿、解熱、咳止めに一日量５－１０グラムを水４００mlで煎じて食間に服用します。

岐阜薬科大学名誉教授 水野瑞夫

▲手染めの鯉のぼり

▲武者人形と甲冑飾り

▲関ヶ原合戦絵団

▲鐘馗図

▲薩摩守忠則
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平成1９年３月届出分

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて

「広報掲載申込書」をお出しください。

〈平成１９年４月１日現在〉

あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

ア
グ
リ
揖
斐
（
小
島
）
手
作
り
味
噌

手
作
り
ク
ッ
キ
ー

谷
汲
あ
ら
れ
の
里
（
谷
汲
）
あ
ら
れ

林

良
夫
さ
ん
（
北
方
）

野
菜
・
タ
オ
ル
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
な
ど

牧
村
正
美
さ
ん
（
房
島
）
切
り
干
し
大
根

揖
斐
川
町
役
場
へ

３
月
１４
日
�

永
公
民
館
（
宮
川
義
一
館

長
）
よ
り
公
民
館
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
の
売
上

金
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻

小松由香里 （垂井町）
�橋 里圭 （本巣市）
清水 晴世 （大垣市）
木下 綾子 （谷汲長瀬）

夫
岩間 公嗣 （北方１区）
太田 賢司 （桂）
平井 睦生 （谷汲名礼）
柴田 健治 （岡崎市）

出生 ～お誕生おめでとう～
お母さんお父さん赤ちゃん地 区

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢

７８
８９
８２
８６
８１
８５
８８
８２
７６
９４
８３
６９
８６
９２
８３
９０
８５
８５
７６
７５
８４

氏 名

林 定彦
窪田 始
松久すみゑ
所 �
若園 鋭一

金一
玉垣 一三
�崎 仁
武市 義尚
駒月 ヲツル
中村 すて�
山見 重章
窪田 馨
石橋ふさの
窪田千枝子
寺田ヨシコ
川瀬 忠信
森 園枝
高橋 常夫
小倉百合江
山口 �

地 区

北 方 ３ 区
南 方
北 新 町
上 町
上 新 町
下 新 町
七 間 町
栄 町
松 原
野 田

島
浜 里 団 地
大 門
新 宮

岡
谷 汲 岐 礼
谷 汲 長 瀬
春 日 六 合
乙 原
日 坂
坂 内 坂 本

世帯数（対前月比）
８，０８７（－１２）
５，５３１（－２）
１，０９１（＋１）
５７８（±０）
４６０（－４）
１７２（－５）
２５５（－２）

女
１３，３８５
９，５２４
１，８９５
７９０
７０８
１６６
３０２

男
１２，３４１
８，８７９
１，７３７
７０２
６２１
１６５
２３７

人口（対前月比）
２５，７２６（－８２）
１８，４０３（－４９）
３，６３２（－９）
１，４９２（－８）
１，３２９（－１１）
３３１（－２）
５３９（－３）

合計
旧揖斐川町
旧谷汲村
旧春日村
旧久瀬村
旧藤橋村
旧坂内村

陽子

亜也子

有里

佑香

梨津子

友子

幸子

小百里

悦子

真由美

茂子

恵里

里美

笑李

登己

友智

利憲

強史

忠尚

亮

隆宏

武則

明

貴�
巧

弘光

英司

基広

こと は

竹中 琴花
み な み

細野 未奈望
りゅう じ

�田 龍二
ゆうすけ

若原 悠右
と あ

瀬川 叶愛
こうせい

北田 昂生
ゆうせい

若原 佑成
も も か

松田 百々花
しん じ

小森 信志
あ げ は

衣斐 亜華羽
まつ り

島田 茉莉
ひ より

小寺 日葵
たい が

野原 大雅
ひ な た

中島 妃菜向

北 方 １ 区

北 方 ２ 区

北 方 ７ 区

南 方

伊 尾 野

北 新 町

小 柳

溝 口

野 中

溝 尻

市 場

和 田

春 日 六 合

東 横 山
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婦婦
人人
健健
康康
診診
査査
のの
おお
知知
らら
せせ

女
性
の
体
は
デ
リ
ケ
ー
ト
で
す
。
無
理
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
・
・

・
に
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

家
事
に
育
児
に
仕
事
に
忙
し
い
１８
歳
〜
３９

歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
に
、
女
性
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

若
い
今
こ
そ
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
絶
好

の
機
会
で
す
。
年
に
１
度
の
チ
ェ
ッ
ク
で
、

い
つ
ま
で
も
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

■
料
金

１
８
２
７
円（
自
己
負
担
５
０
０
円
）

■
内
容

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
肝
機
能
、
貧
血
、
糖
代

謝
、
脂
質
代
謝
検
査

希
望
者
の
み
骨
密
度
測
定（
別
途
５
０
０
円
）

婦人健康診査日程表

☆平成１８年度受診された方には、受診票を郵送します。新規の
お申し込みは揖斐川保健センターまで。（TEL２３－１５１１）

骨骨
粗粗
しし
ょょ
うう
症症
検検
診診
のの
おお
知知
らら
せせ

■
料
金

１
９
９
５
円（
自
己
負
担
５
０
０
円
）

■
内
容

上
腕
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
、
骨

密
度
を
測
定
し
ま
す
。

骨粗しょう症検診日程表★
２０
〜
２９
歳
の
女
性
を
対
象
に
レ
デ
ィ
ー

ス
健
康
診
査（
婦
人
健
診
・
子
宮
検
診
・

腹
部
超
音
波
検
査
・
骨
密
度
測
定
を

セ
ッ
ト
に
し
た
総
合
健
診
）
を
平
成
２０

年
２
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

日
程
に
つ
い
て
は
、
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆希望される方は揖斐川保健センターへお申し込みください。（TEL２３－１５１１）

結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
今
で
も
全
国
で
毎
年
４
万
人
以
上
の
患

者
と
３
千
人
近
い
死
者
を
出
し
て
い
る
感
染

症
で
す
。

【
結
核
に
つ
い
て
】

★
結
核
は
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染
で
す
。

痰
の
中
に
結
核
菌
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
重
症
の
結
核
患
者
が
、
咳
や
く
し
ゃ
み

を
し
た
時
、
飛
び
散
る
し
ぶ
き
の
中
の
、

結
核
菌
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

★
結
核
菌
は
生
き
続
け
る

感
染
し
て
も
、
免
疫
の
働
き
で
結
核
菌

の
増
殖
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
発
病

し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
結
核
菌
は
強
い
菌

で
す
。
完
全
に
殺
さ
れ
ず
体
に
残
っ
た
菌

は
、
仮
眠
状
態
で
生
き
続
け
ま
す
。
そ
し

て
、高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、免
疫
力
が
低
下

し
て
く
る
と
発
病
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
初
期
症
状
は
風
邪
に
似
て
い
る

咳
、
痰
、
血
痰
、
発
熱
、
倦
怠
感
、
胸

痛
こ
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間
以
上
続
く

よ
う
な
ら
要
注
意
！
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
！

今
年
度
も
結
核
健
診
を
各
地
区
に
て
行
い

ま
す
。

自
分
と
家
族
み
ん
な
の
健
康
を
守
る
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
健
診
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

結結
核核
で
の
死
者
が
約約
３
千千
人人
！

〜〜
自自
分分
とと
家家
族族
みみ
んん
なな
のの
健健
康康
をを
守守
るる
たた
めめ
にに
〜〜

対

象

者

６５
歳
以
上
で
す
。
昨
年
度

受
診
さ
れ
た
方
と
、
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
に
は
受
診
票
（
黄
色
い
ハ
ガ
キ
）

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
受
診
時
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
場
所

揖
斐
川
町
内
な
ら
、
ど
こ

の
場
所
で
も
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す

の
で
、
ご
都
合
の
良
い
健
診
場
所
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

結
果
通
知

健
診
結
果
は
精
密
検
査
の

必
要
な
場
合
の
み
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

異
常
が
な
い
場
合
は
連
絡
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
は
、
健
診
精
度
の
向
上
を

図
る
た
め
精
密
検
査
実
施
機
関
か
ら
情

報
を
受
け
、
そ
の
情
報
を
、
委
託
し
た

健
診
機
関
に
提
供
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
１
５
１
１

（
日
程
表
は
、
次
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。）

対 象

１８歳～３９歳

女性

場 所

揖斐川保健

センター

谷汲保健

センター

時 間

９：００～１１：３０

１３：００～１５：００

９：３０～１１：３０

１３：００～１５：００

月 日

５月２９日�

９月１２日�

６月２０日�

８月２４日�

対 象

２０歳以上

４０・４５・５０・５５・

６０・６５歳女性

（平成１９年１２月

３１日現在）

場 所

健康広場
（イベント）

揖斐川保健

センター

谷汲保健

センター

時 間

９：００～１４：００

９：００～１１：３０

１３：００～１５：００

９：３０～１１：３０

１３：００～１５：００

月 日

６月３日�

６月１１日�

９月２６日�

６月２０日�

８月２４日�
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平平成成１１９９年年度度 揖揖斐斐川川町町結結核核健健康康診診断断（（胸胸部部エエッッククスス線線検検査査））日日程程表表

【お問い合わせ】

揖斐川保健センター Tel：０５８５－２３－１５１１ まで

場 所

近鉄駅前（新栄町公民館）

脛永公民館

小柳会館

清水公民館

反原多目的センター

北方公民館

３世代ふれあい会館

北方一区会館

東若松会館

堀公民館

野中会館

小島公民館

二ノ宮多目的集会施設

上野地区 町会館

小谷公民館

大光寺公民館

揖斐小体育館北

下新町公民館

上ミ野公民館

志津山公民館

揖斐川町役場駐車場

老人福祉センター

大和公民館

和田公会堂

老人福祉センター

揖斐川保健センター

下岡島公民館

揖斐川保健センター

白樫農事集会所

黒田公民館

市場研修センター

揖斐川保健センター

時 間

８：４５～１０：００

１０：１５～１２：００

１３：１５～１４：１５

１４：３０～１５：４５

８：４５～９：２５

９：４０～１０：４０

１１：００～１２：００

１３：１５～１４：３０

１４：５０～１５：３０

９：００～９：３０

９：４５～１０：１５

１０：３０～１１：３０

１３：００～１３：３０

１３：５０～１４：５０

８：４５～９：０５

９：２０～９：４０

９：５５～１１：１５

１１：３０～１２：３０

１３：３０～１４：１５

１４：３０～１５：１５

８：４５～１０：１５

１０：３０～１２：１０

１３：３０～１５：３０

９：００～１０：００

１０：２０～１２：００

１３：１５～１５：１５

９：００～９：４０

１０：００～１２：００

１３：３０～１４：００

１４：２０～１５：１０

１３：３０～１５：００

１４：１０～１５：００

月 日

５月１４日�

５月１６日�

５月１８日�

５月２３日�

５月２８日�

５月３１日�

６月１日�

６月４日�

６月２９日�

揖

斐

川

場 所

赤石地区集落農事集会所

高科地区活性化支援センター前

岐礼多目的集会所前

山本力氏宅前

東部分館（旧長瀬支所）前

長瀬診療所前

深根地区活性化支援センター前

大洞地区農林漁家婦人活動施設前

上名礼北公民館前

木曽屋地区活性化支援センター前

上神原トレイルセンター前

有鳥生活改善センター前

谷汲保健センター前

美束診療所（旧美束保育所）

古屋バス停付近

春日小学校（川合）

滝区消防車庫付近

上ヶ流茶工場付近

所 勝 様方付近（樫）

藤原 かねゑ 様方付近（香六）

春日公民館（小宮神）

下ヶ流多目的集会所（ふれあいの館）

久瀬公正公民館前

三倉消防庫前

久瀬振興事務所前

久瀬日坂公民館前

樫原集会所前

久瀬小津公民館前

外津汲集会所前

久瀬公民館（旧山村開発センター）前

藤橋振興事務所駐車場

藤橋振興事務所駐車場

高齢者住宅はなもも

川上集会所

諸家集会所

坂本生活改善センター

高齢者住宅はなもも

時 間

９：４５～１０：１５

１０：３０～１０：５０

１１：０５～１１：４５

１１：５５～１２：１５

１３：１５～１４：１５

１４：３０～１５：００

９：２０～１０：２０

１０：３０～１１：００

１１：１５～１２：００

１３：００～１３：３０

１３：４５～１４：１５

１４：３０～１４：５０

１３：００～１４：００

９：１０～９：５０

１０：１０～１０：３０

１０：５０～１１：４０

１０：００～１０：２０

１０：４０～１１：００

１１：２０～１１：３５

１２：５０～１３：２０

１３：３５～１４：２５

１４：４０～１５：１０

９：００～９：３０

９：５０～１０：２０

１０：５０～１１：３０

９：００～９：３０

１０：００～１０：２０

１１：００～１１：３０

１３：１０～１３：４０

１４：１０～１４：５０

１０：１５～１１：１５

１３：００～１３：４０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

９：３０～９：４５

１０：１０～１０：４０

１０：５０～１１：２０

月 日

６月８日�

６月１３日�

６月１９日�

６月４日�

６月７日�

６月１９日�

６月２５日�

６月２７日�

６月２９日�

６月２７日�

６月２９日�

谷

汲

春

日

久

瀬

藤
橋

坂

内
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平平
成成
１１９９
年年
度度
犬犬
のの
登登
録録
とと

狂狂
犬犬
病病
予予
防防
接接
種種
のの
おお
しし
らら
せせ

次
の
日
程
で
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
実
施
し
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
最
寄

り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
愛
犬
の
注
射
を
さ
れ
た
人
に
は
、

は
が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
当
日
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
接
種
料
金

新
規
登
録

１
頭
あ
た
り

６
０
７
０
円

登
録
済
犬

１
頭
あ
た
り

３
０
７
０
円

狂犬病予防接種日程表（揖斐川地域）

狂犬病予防接種日程表（谷汲地域）２
０
００
７
・
い
び
が
わ
環環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開開
催催
！

い
び
が
わ
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。

■
事
業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

人
に
優
し
く
川
に
優
し
く

き
れ
い
な
ま
ち
を
次
の
世
代
へ

緑
の
地
球
を
子
ど
も
た
ち
へ

■
開
催
期
日

５
月
２０
日
�
・
雨
天
決
行

１０
時
〜
１５
時

■
開
催
場
所

揖
斐
川
中
央
公
民
館

■
参
加
者
の
持
ち
物

自
分
で
使
う
お
箸
・

お
椀
・
お
皿
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

古
布
・
毛
布
（
洗
濯
し
た
も
の
）
・
牛
乳

パ
ッ
ク
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
大
会
内
容

☆
映
画
上
映

不
都
合
な
真
実

１３
時
３０
分
〜
１５
時

終
了
後
、
お
楽
し
み
抽
選
会
実
施

☆
ブ
ー
ス
出
展

そ
ば
打
ち
コ
ー
ナ
ー
、
豚
汁
コ
ー
ナ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

☆
リ
サ
イ
ク
ル
（
利
再
来
）
コ
ー
ナ
ー

牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
が
き
な
ど

の
作
成
講
座
、
廃
食
油
を
原
料
と
し
た
天

然
せ
っ
け
ん
の
販
売
、
古
紙
な
ど
回
収

コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
お
問
い
合
せ
先
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ

ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

℡
２
２
‐
１
７
３
２

揖揖
斐
川川
流流
域域
ク
リ
ー
ン
大大
作作
戦戦

揖
斐
川
流
域
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
一
斉
清

掃
を
行
い
、
そ
の
後
鮎
の
放
流
を
行
い
ま
す
。

■
事
業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

《
き
れ
い
な
水
を
次
の
世
代
へ

親
子
で
楽

し
く
参
加
し
よ
う
！
川
を
身
近
に
感
じ
よ

う
！
》

■
開
催
期
日

５
月
２７
日
�
・
小
雨
決
行

７
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分

■
集
合
場
所

【
揖
斐
川
会
場
】
揖
斐
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
谷
汲
会
場
】
根
尾
川
筋
漁
業
協
同
組
合

【
久
瀬
会
場
】
久
瀬
公
民
館

【
坂
内
会
場
】
新
大
谷
橋
付
近

５
月
１５
日
�
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

で
１９
時
３０
分
か
ら
参
加
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ

ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

℡
２
２
‐
１
７
３
２

平成１９年 春の全国交通安全運動
実施期間 ５月１１日（金）～５月２０日（日）

地域ぐるみで守ろう子どもとお年寄り

【運動の重点】
○子どもとお年寄りの交通事故を防止する
○飲酒運転を根絶する
○自転車の安全な利用を推進する
○後部座席を含むシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用を徹底する

実施時間
９：２０～１０：５０

１１：００～１１：５０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

９：１０～９：４０

９：５０～１０：４０

１０：５０～１１：４０

１３：００～１４：００

９：２０～１０：４０

１０：５０～１１：４０

１３：００～１４：００

実施場所
永公民館前

和田公会堂前

市場研修センター前

上野地区町公民館前

小柳公民館前

清水公民館前

下新町会館前

ＪＡ小島支店前

大和公民館前

ＪＡ北方支店裏

揖斐川町役場駐車場

月 日

５月１４日�

５月１５日�

５月１６日�

揖
斐
川
地
域

実施時間
９：１０～９：３０
９：４０～１０：０５
１０：１５～１０：５５
１１：０５～１１：５０
１３：２０～１３：４０
１３：５０～１４：２０
９：２０～９：３０
９：３５～１０：１５
１０：２０～１０：５０
１０：５５～１１：０５
１１：１０～１１：３５
１１：４５～１１：５５

実施場所
深根地区活性化支援センター前
大洞地区農林漁家婦人活動施設前
中名礼公民館前
谷汲振興事務所車庫前
上神原トレイルセンター前
西部文化会館（横蔵診療所）前
赤石地区集落農事集会所前
旧名鉄長瀬駅前
東部文化会館（旧長瀬支所）前
沖野公民館前
岐礼多目的集会所前
高科地区活性化支援センター前

月 日

５月２８日�

５月２９日�

谷
汲
地
域
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子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
日
、
土
、
日
曜
日

■
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
相
談
日
の
☆
印
は
、
担
当
者
が
す
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
♪
印
の
あ
る
活
動
は
要
予
約
で
す
。

※
５
月
の
行
事
予
約
：
４
月
１８
日
�
午
後
１
時
か
ら
４
月
２５

日
�
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

※
予
約
さ
れ
る
方
は
、
直
接
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
予
約

期
間
内
に
申
し
込
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
セ
ン
タ
ー
ル
ー
ム
活
動
に
参
加
さ
れ
な
い
場
合
で
も
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
‐
２
３
１
９

毎
週
火
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

毎
週
木
曜
日
（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

ステージの前で

歌ったり、先生達か

らの手作りおやつを

食べたりして、こど

も達の成長をみんな

で喜び合いました。

お別れ会を

しました！

平平
成成
１１９９
年
４
月月
１
日日
か
ら

児
童童
手
当当
制制
度度
が
拡拡
充
さ
れ
ま
し
た

○
児
童
手
当
の
対
象
者

児
童
手
当
は
、
１２
歳
到
達
後
の
最
初
の
３

月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修

了
前
の
児
童
）
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら

５
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
、

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に

は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

０歳以上３歳未満の児童の養育者に対する児童手当

〈改正前〉 〈改正後〉

第１子、第２子 月額５千円 → 月額１万円（増 額）

第３子以降 月額１万円 → 月額１万円（現行どおり）

〈３歳以上（現行どおり）〉

第１子、第２子 月額５千円

第３子以降 月額１万円

○
制
度
拡
充
の
内
容

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者
に
対
す
る

児
童
手
当
の
額
が
、
第
１
子
お
よ
び
第
２
子

に
つ
い
て
倍
増
さ
れ
、
出
生
順
位
に
か
か
わ

ら
す
一
律
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児
童
手
当
の

額
、
支
給
対
象
年
齢
お
よ
び
所
得
制
限
限
度

額
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

○
支
給
月

平
成
１９
年
６
月
分
（
拡
充
後
最

初
の
支
給
月
）
か
ら

※
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
か
ら
特
段
の

手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
３
歳
未
満
の

児
童
手
当
な
ど
の
額
は
一
律
１
万
円
と
な
り

ま
す
が
、
３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第

１
子
お
よ
び
第
２
子
の
手
当
額
は
５
千
円
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
（
℡
２
２
‐

２
１
１
１
）
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域
振

興
課
（
住
民
福
祉
課
）、公
務
員
の
方
は
勤
務

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

園庭開放日

憲法記念日（お休み）

園庭開放日

戸外遊び

園庭開放日

散歩（春見つけ）

誕生会（揖斐川子育て支援センターにて）

せんせいとあそぼ！

（揖斐川子育て支援センターにて）

園庭開放日

おもちゃ作り

１日�
３日�
８日�
１０日�
１５日�
１７日�
２２日�
２４日�

２９日�
３１日�

５月センタールーム活動（時間：１０：００～１１：３０）

金 教室
４
国民の休日

１１
子育て
教室Ａ１

１８
保健センター
教室

２５
子育て
教室Ｂ１

木
３
祝憲法記念日

１０
フリー

１７
フリー

２４
せんせいと
あそぼ！

３１
フリー

水 交流日
２
さくらんぼ
０歳児交流

９
いちご
１歳児交流

１６
りんご
２・３歳児交流

２３
花モモ（お年寄り）
大和地区ほほえみ

３０
フリー

火
１ ♪
音楽リズム
雨森・岡部先生

８ ♪
散歩

１５ ♪
みんなであそぼ�

２２ ♪
誕生会
お話ルーム

２９ ♪
食改さんによる
おやつ指導１１：００～

月 相談日

７ ☆
ＭＩＬＫの日

１４ ☆
ＭＩＬＫの日

２１ ☆
ＭＩＬＫの日

２８ ☆
ＭＩＬＫの日
発育測定
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年
金
制制
度度
改
正正
の
お
知知
ら
せ

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正

が
順
次
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
１９
年
４
月
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１

７０
歳
以
上
の
方
も
、
会
社
に
お
勤
め

の
場
合
に
は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
全
額

ま
た
は
一
部
の
額
が
支
給
停
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

７０
歳
以
上
の
方
も
、
厚
生
年
金
の
適
用
事

業
所
に
お
勤
め
の
場
合
、
老
齢
厚
生
年
金
と

賃
金
の
合
計
額
が
４８
万
円
を
上
回
る
と
き
は
、

老
齢
厚
生
年
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
額
が

支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
但
し
、
昭
和
１２
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

の
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

手

続
厚
生
年
金
の
適
用
事
業
所
の
事
業
主
は
、

７０
歳
以
上
の
従
業
員
に
係
る
雇
用
、
退
職
ま

た
は
賃
金
等
に
関
す
る
届
書
を
、
社
会
保
険

事
務
所
へ
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
本
人
か
ら
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

２

今
す
ぐ
年
金
を
受
け
る
必
要
の
な
い

方
は
、老
齢
厚
生
年
金
を
６６
歳
以
降
に
増

額
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

６５
歳
か
ら
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
が
、
６５
歳
か
ら
は
受
け
取
ら
ず

に
６６
歳
以
降
に
支
給
の
繰
下
げ
の
申
し
出
を

し
た
場
合
は
、
そ
の
と
き
か
ら
増
額
さ
れ
た

老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
従

来
か
ら
繰
下
げ
支
給
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手

続
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
繰
り
下
げ
て
増

額
さ
れ
た
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
、
所
定
の
請
求
書
を
社
会
保
険
事

務
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

☆
会
社
を
や
め
た
と
き
は
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
い
り
ま
す
か
？

社
会
保
険
適
用
の
会
社
を
離
職
さ
れ
た
り
、

被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
国
民
健

康
保
険
の
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
加

入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
の
被
保
険
者

の
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、

保
険
証
の
な
い
期
間
は
医
療
費
が
全
額
自
己

負
担
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
要
な
も
の

を
持
参
し
、
１４
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
届
出
が
遅
れ
た
た
め
、
医

療
費
を
全
額
自
己
負
担
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、

申
請
に
よ
り
償
還
払
と
な
り
ま
す
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

・
勤
務
先
か
ら
の
離
職
票
ま
た
は
社
会
保
険

喪
失
の
わ
か
る
証
明
書

・
追
加
加
入
の
と
き
は
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証

・
印
鑑

☆
退
職
被
保
険
者
と
は
？

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
方
の
う
ち
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
な
ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
で
、
加
入
期
間
が
２０
年
以
上
、
も

し
く
は
４０
歳
以
降
に
１０
年
以
上
あ
る
方
と
そ

の
被
扶
養
者
の
方
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
老

人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま

す
。）「

退
職
者
医
療
制
度
」
の
お
も
な
財
源
は
、

本
人
の
自
己
負
担
と
保
険
税
、
そ
し
て
被
用

者
保
険
（
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
）
か
ら
の

拠
出
金
で
す
。
対
象
者
が
届
出
を
し
て
い
な

い
と
、
拠
出
金
が
入
ら
ず
、
国
保
の
財
政
が

苦
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
退
職
被
保
険

者
と
な
る
日
は
、
年
金
受
給
権
の
発
生
し
た

日
と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
っ
た
ら
必

要
な
も
の
を
持
参
し
、
１４
日
以
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
年
金
証
書

・
印
鑑

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

平
成
１９
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
り
、
住
民

税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
１９
年
６
月
分
か
ら
適
用

３
段
階
の
税
率
か
ら
、
一
律
１０
％
に

（
県
民
税
４
％
・
町
民
税
６
％
）

ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
１
月
分
か
ら
所
得
税

が
減
り
、
そ
の
分
、
６
月
分
か
ら
住
民
税
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
税
源

の
移
し
替
え
な
の
で
、「
所
得
税
＋
住
民
税
」

の
負
担
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

国国
保保
だ
よ
り

平平
成成
１１９９
年年
６
月月
か
ら

あ
な
た
の
住
民民
税税
が
変変
わ
り
ま
す

税源移譲による負担変動（年額）のモデルケース

【独身者の場合】 （単位：円）

�

【夫婦＋子供２人の場合】 （単位：円）

�

※夫婦＋子供２人の場合、子供の１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
★このほか実際の負担増減額には、平成１９年度から定率減税が廃止されるなどの影響があることにご留意ください。

税源移譲後

合計

４２１，０００

住民税

２６０，５００

所得税

１６０，５００

給与収入

５００万円

税源移譲前

合計

４２１，０００

住民税

１６３，０００

所得税

２５８，０００

給与収入

５００万円

税源移譲後

合計

１９５，０００

住民税

１３５，５００

所得税

５９，５００

給与収入

５００万円

税源移譲前

合計

１９５，０００

住民税

７６，０００

所得税

１１９，０００

給与収入

５００万円
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自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が
５
月
中
旬
に

お
手
元
に
届
き
ま
す
。
納
期
限
５
月
３１
日
�

ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
（
銀
行
、
信
用

金
庫
、
農
協
（
JA
）
郵
便
局
等
）
及
び
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
西
濃
県
税
事
務
所

℡
０
５
８
４
‐
７
３
‐
１
１
１
１

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
は
河
川
の

監
視
、
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
は
も
と

よ
り
地
域
の
み
な
さ
ま
と
の
連
携
を
さ
ら
に

進
め
て
い
く
た
め
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
で
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

５
月
８
日
〜
５
月
３１
日

■
募
集
人
員

５
名

■
応
募
資
格

２０
歳
以
上
で
木
曽
川
上
流
河

川
事
務
所
管
内
の
河
川
（
揖
斐
川
、
根
尾

川
な
ど
）
の
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
。

川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護

に
関
心
の
あ
る
方
。

■
手

当

月
額
４
５
８
０
円

■
委
嘱
期
間

平
成
１９
年
７
月
１
日
よ
り
平

成
２０
年
６
月
３０
日
ま
で
（
１
年
間
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
国
土
交
通
省
木
曽
川
上

流
河
川
事
務
所

占
用
調
整
課

〒
５
０
０
‐
８
８
０
１

岐
阜
市
忠
節
町
５
‐
１

℡
０
５
８
‐
２
５
１
‐
１
３
２
６

○
詳
細
に
つ
い
て
は
、
木
曽
川
上
流
河
川
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.cbr.m

lit.go.jp
/kisojyo/

aigo

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

谷
汲
オ
ー
ナ
ー
農
園
で
は
、
じ
ゃ
が
い
も

１
口
（
３０
株
）、さ
つ
ま
い
も
１
口
（
２０
株
）

の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
申
し

込
み
頂
い
た
方
に
は
、
農
園
近
く
の
会
場
で
、

じ
ゃ
が
い
も
は
６
月
下
旬
頃
、
さ
つ
ま
い
も

は
１０
月
上
旬
頃
に
開
催
す
る
収
穫
祭
に
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ナ
ー
料
金

１
口

３
０
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】
谷
汲
振
興
事
務
所

基

盤
整
備
課

℡
５
５
‐
２
１
１
１

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒

を
は
じ
め
広
く
青
少
年
に
科
学
の
楽
し
さ
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
科
学
の
祭
典

岐
阜
大
会
in
揖
斐
川
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
岐
阜
大
学
な
ど
の
理
科
専
門
の
学

生
が
多
数
参
加
し
て
、
大
ホ
ー
ル
や
ロ
ビ
ー
、

各
部
屋
に
分
か
れ
て
、
楽
し
い
実
験
を
体
験

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
期
日

６
月
１６
日
�
・
１７
日
�

■
時
間

午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

■
展
示
・
実
験
内
容

風
船
電
話
・
ス
ト

ロ
ー
笛
・
ス
ラ
イ
ム
作
り
・
た
ま
ら
な
い

貯
金
箱
ほ
か

■
会
場

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

当
日
の
内
容
は
小
中
学
生
に
限
ら
ず
幼
児

や
お
と
な
に
も
十
分
楽
し
め
る
内
容
で
す
の

で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
で
き
ま
す
。

■
開
催
日
時

５
月
２０
日
�
９
時
〜
１４
時

受
付

９
時
〜
１４
時

■
コ
ー
ス
名

せ
ら
ぴ
ー
か
す
が
ろ
ー
ど

■
コ

ー

ス

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村→

薬
師

堂→

上
ヶ
流
茶
園→

津
島
神
社→

遍
光
寺

→

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

約
５
・
０
�
（
約
２
時
間
）

■
集
合
場
所

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

■
参
加
方
法

参
加
費
無
料

予
約
不
要

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
農
林
事
務
所

℡
２
３
‐
１
１
１
１（
内
線
４
１
１
、４
１
２
）

「
花
」
と
「
緑
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
サ
ツ

キ
、
山
野
草
な
ど
の
「
花
と
緑
の
展
示
会
」

を
主
に
、
花
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
物
産
展
や

苗
木
無
料
配
布
な
ど
の
催
し
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

■
期

日

６
月
１
日
�
〜
３
日
�

■
会

場

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

ま
た
、
先
着
１
０
０
名
様
に
花
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
「
花
木
寄
せ
植
え
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
日

時

６
月
２
日
�

午
前
１０
時
、
１１
時

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
申
し
込
み

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
揖
斐

川
町
役
場
商
工
観
光
課
ま
で
（
℡
２
２
‐

２
１
１
１
）

認
知
症
を
予
防
し
、
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
脳
の
健
康
教

室
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
内

容

簡
単
な
音
読
や
計
算
を
す
る

「
学
習
療
法
」

■
対

象

ご
家
族
の
介
助
な
し
に
通
っ
て

こ
ら
れ
る
方
で
、
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の

方
。
６
か
月
間
毎
週
継
続
し
て
参
加
で
き

る
方
。

■
期

間

６
月
〜
１１
月

毎
週
木
曜
日
の

午
後
（
約
１
時
間
）

■
場
所
・
定
員

清
水
公
民
館

定
員
１８
名

※
４
月
の
広
報
で

永
公
民
館
と
掲
載
が
あ

り
ま
し
た
が
、
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

岐岐
阜阜
県県
か
ら
自
動動
車
税税
納
付付
に
つ
い
て
の
お
願願
い

よ
り
よ
い
川川
づ
く
り
の
た
め
河
川川

愛愛
護護
モ
ニ
タ
ー
募募
集

オ
ーー
ナ
ーー
農
園
の
募募
集集

青青
少
年
のの
た
め
の

科
学学
のの
祭祭
典典

岐岐
阜阜
大大
会
in
揖揖
斐
川川
開開
催催

「
て
く
て
く
ろ
ー
ど
ウ
ォ
ーー
キ
ン

グ
大大
会会
」
開開
催催

い
び
花
と
緑緑
の
祭祭
典典
２
０
００
７
開開
催催

「
脳
の
健健
康康
教
室
」
のの
場
所
が
変変

更更
に
な
り
ま
し
た
。
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■
参
加
費

１
ヶ
月

１
５
７
５
円
（
学
習

費
）

■
申
し
込
み
期
限

５
月
７
日
�
締
め
切
り

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
に
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
２
３
‐
１
３
４
１

揖
斐
川
・
谷
汲
地
区
小
中
学
校
な
ど
に
お

い
て
次
の
と
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
回
収
す
る
も
の

新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な
ど

●
小
・
中
学
校
日
程

北
方
小
学
校

５
月
１９
日
�
、
１０
月
２０
日
�

大
和
小
学
校

５
月
１２
日
�
、
１０
月
１３
日
�

揖
斐
小
学
校

５
月
２７
日
�
、
１１
月
４
日
�
、

２
月
３
日
�

清
水
小
学
校

５
月
２０
日
�
、
８
月
５
日
�
、

１２
月
２
日
�

小
島
小
学
校

５
月
２０
日
�
、
１０
月
２８
日
�

養
基
小
学
校

６
月
３
日
�
、
１１
月
１０
日
�

北
和
小
学
校

７
月
２９
日
�
、
１１
月
２４
日
�

谷
汲
小
学
校

１２
月
８
日
�

谷
汲
中
学
校

６
月
３
日
�

●
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
℡
２
２
‐
１
７
３
２
）
日
程

�
回
収
時
間

１０
時
〜
１５
時

�
回
収
場
所

揖
斐
川
町
白
樫
内
田
木
材
工

業
（
５
月
の
み
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
）

�
実
施
日

４
月
２１
日
�
、
５
月
２０
日
�

６
月
２３
日
�
、
７
月
２８
日
�

８
月
２５
日
�
、
９
月
２９
日
�

１０
月
２７
日
�
、
１１
月
２４
日
�

１２
月
２２
日
�
、
１
月
２６
日
�

２
月
２３
日
�
、
３
月
２２
日
�

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
町
内

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
６５
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
町
内
の
福
祉
、
教
育
、
観
光
施
設
な

ど
を
無
料
（
温
泉
施
設
な
ど
は
、
入
湯
料
１

５
０
円
）
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
「
揖

斐
川
い
き
い
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
古
い
「
い
び
が
わ

い
き
い
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
内
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
の
方
は
、
障
害
者
手
帳
を

提
示
い
た
だ
き
ま
す
と
、
同
様
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

６５
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、
誕
生
日
の
前
の

月
に
郵
送
し
ま
す
。

▲各施設の受付で提示願います。

な
お
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
施
設
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
い
び
川
温
泉

藤
橋
の
湯

入
湯
料
１
５
０
円（
土
日
祝
日
は
一
般
料
金
）

℡
５
２
‐
１
１
２
６

●
谷
汲
観
光
資
料
館

無
料

℡
５
５
‐
２
２
８
２

●
谷
汲
昆
虫
館

無
料

℡
５
６
‐
３
８
３
３

※
各
施
設
は
、
開
館
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

関
係
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場

社
会

福
祉
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
５
月
１
日
�
か
ら

５
月
１５
日
�
の
期
間
で
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
敷

金

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
予
定
日

６
月
下
旬
を
予
定

※
そ
の
ほ
か
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

６
月
１
日
、
「
商
業
統
計
調
査
」
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
商
業
事
業
所

す
べ
て
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

流
通
産
業
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で

す
。
５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
提

出
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
統
計
上
の
目
的

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】揖
斐
川
町
役
場

企
画
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

平平
成成
１１９９
年
度度
親親
子
ふ
れ
あ
い
リ
サ
イ
ク

ル
（
資
源源
回
収
）
活活
動動
日日
程程
に
つ
い
て

「
揖揖
斐
川川
い
き
い
き
パ
ス
ポ
ー

ト
」
発
行行
に
つ
い
て

町町
営
住
宅宅
入入
居
者
募募
集

商
業
統統
計計
調調
査査
を
実
施
し
ま
す

○島町営住宅（揖斐川町島１４２番地）

３戸
１０３号室、１０５号室、３０８号室

平成１０年度

中層耐火構造３階建て

３ＤＫ

１台

２３，２００円～

家賃の他に共益費（浄化槽
の使用料・共用部分の電気
料など）が必要です。
◎水道：上水道
◎下水：共用浄化槽

募集戸数

建設年度

構造など

間 取 り

駐 車 場

家 賃

そ の 他
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4月28日（土） オープン！ 

癒しと交流の場 
「いび川温泉　藤橋の湯」は、内湯や泡風呂をはじめ、

健康増進にうってつけの歩行湯、発汗作用で体調スッ

キリのサウナ、そして「四季折々の自然」を楽しみな

がら入浴できる露天風呂があり、心の底からリラック

スできる空間を提供しています。また玄関前には足

湯もあり、気軽に温泉が楽しめます。 

癒しと交流の場、豊かな自然を満喫できる場である「い

び川温泉　藤橋の湯」へ、ぜひ足を運んでみてくだ

さい！ 

■泉　　質　　アルカリ性単純温泉

■営業時間　　午前10時～午後9時（最終受付午後8時30分まで）

■休 館 日　　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその翌日）12月31日・1月1日

　　　　　　　※5月2日（水）は、臨時休業です。

■入 場 料　　大人　　 500円（12歳以上）　小人　　300円（3歳以上12歳未満）

■回 数 券　　大人　5,000円（12枚綴り）　  小人　3,000円（12枚綴り）

TEL0585-52-1126

【お問合せ】 

Information Room

魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ ～揖斐川町特色ある地域づくり補助団体紹介 パートⅢ～

香香六ふふれれああいいのの会
この会の最も大きな特徴は香六地区の全ての住民
が会員となっているということです。
地域の伝統行事である山の講や春季例祭には、大
人も子どもも参加できるようにし、天神太鼓という
昔からこの地域
に伝わる文化を
地域ぐるみで継
承していこうと
がんばっていま
す。

ブブラライイトトブブララススアアンンササンンブブルルササーククルル
揖斐川中学校吹奏楽部ＯＢらにより１９９８年に発足
した吹奏楽団で金管アンサンブルとして活動してい
ます。
３月１１日�に中央公民館大ホールにおいて演奏会
を行いました。金管５重奏やトロンボーン４重奏な
どが歌謡曲やクラシック
を演奏したほか、出演者
全員によるポップステー
ジもあり、２００名以上の
聴衆の方と拍手をしなが
ら会場がひとつとなり大
変盛り上がりました。

納期限のお知らせ

５月１日� 固定資産税（１期・全納）
軽自動車税（全期）

５月３１日� 国民健康保険税（１期）

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されたいる方は、納期限前日
までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

今月の主な行事

（４月２８日～５月３１日までに行われる主な行事）

４月２８日� いび川温泉オープン

５月１日� 立志式
３日� 揖斐川伝統芸能フェスティバル
４日�、５日�

揖斐祭り
１２日�、１３日�

瀬音まつりｉｎ揖斐高原花桃フェスタ

演奏会の様子



平成19年 5 月12日（土）13:00～19:00 
　　　　　 　13日（日）   9:00～15:00 
場所　揖斐川町日坂 揖斐高原貝月リゾート 

【12･13日】花桃記念植樹【先着100名】 

■お問い合せ 
瀬音まつり実行委員会事務局 

TEL 0585-54-2111

※詳しくは下記へお問い合せください。 

　12日の前夜祭では、河村えり子ダンス教室やファイヤーパ
フォーマンスなどを予定しております。 
　また、13日のステージイベントでは、THE4/9（ザ・フォーク）のラ
イブ＆トークショーをはじめ、おばば太鼓の上演、小中学生によ
るコーラスなど、多くの催しを予定しております。 
　特産品の販売や屋台村もあります。 

（坂内・藤橋・久瀬地域から） 行 き 帰 り 

揖斐川町
13:23

北方小前

13:15
東津汲

13:03
横山診療所

12:50
揖斐川町

15:37
広　　瀬

16:26
横山診療所

16:09
東津汲

15:58
北方小前

15:45

（揖斐〔清水〕地域から） 行 き 帰 り 

大野バスセンター

13:13
揖斐川町

13:30
本揖斐

13:28
長　　良

13:24
清　　水

13:22
揖斐川町

16:45
大野バスセンター

17:03
清　　水

16:52
長　　良

16:50

（春日地域から） 行 き 帰 り 

美　　束

12:47
近鉄揖斐駅

13:30
黒　　田

13:22

揖斐川町
13:49

近鉄揖斐駅 

13:42

六　　合

13:08
川　　合

12:58
揖斐川町

17:27
近鉄揖斐駅

17:35

近鉄揖斐駅

17:36
美　　束

18:19
川　　合

18:08
六　　合

17:58
黒　　田

17:44

（谷汲地域から） 

（久瀬・藤橋・坂内地域へ） 

（揖斐〔清水〕地域へ） 

（春日地域へ） 

（谷汲地域へ） 行 き 帰 り 

横　　蔵

11:50
揖斐川町

12:29
本揖斐

12:27
谷汲西村

12:20
谷汲山

12:10
揖斐川町

16:15
横　　蔵

16:50
谷汲山

16:35
谷汲西村

16:25
本揖斐

16:18

乗　換 乗　換 

○揖斐黒野線 
（大野バスセンター行き） 

○揖斐黒野線（近鉄揖斐駅行き） 

注）掲示のバス時刻は、一般的なプランです。ご利用の際は、 
　　時刻表をご確認の上お越し下さい。 

5
月
4
日（
金
）、
5
日（
土
）　
三
輪
神
社
周
辺
 

【編集・発行】　揖斐川町役場　総務部政策広報課 
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